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木村　聡

近
年
、熱
帯
夜
、ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
、Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
の
増
加
、
集
中
豪
雨
な
ど
は
、
地
球
温
暖
化

の
一
環
と
し
て
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
気
温
上
昇
を
少
し
で
も
食
い
止
め
よ
う

と
、
街
中
の
外
壁
に
ヘ
チ
マ
や
ゴ
ー
ヤ
、
朝
顔
を
育

て
て
い
る
公
共
の
建
物
や
家
庭
が
増
え
て
き
ま
し

た
。グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
（
壁
面
緑
化
）
と
は
、
そ
う

し
た
つ
る
性
の
植
物
の
葉
を
壁
面
に
育
て
、
直
射
日

光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
て
室
温
を
下
げ
、
夏
を

涼
し
く
乗
り
切
ろ
う
と
い
う
工
夫
を
い
い
ま
す
。

ど
の
植
物
が
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
お
す
す
め
か
？

千
葉
県
の
都
市
緑
化
推
進
室
に
よ
る
と
、
ゴ
ー
ヤ

は
暑
さ
や
害
虫
に
強
く
、
実
を
収
穫
で
き
る
こ
と
が

長
所
で
す
が
、
欠
点
は
う
り
科
植
物
で
あ
る
た
め
連

作
が
で
き
な
い
こ
と
。
ヘ
チ
マ
は
、
葉
、
実
と
も
に

大
き
く
育
つ
た
め
プ
ラ
ン
タ
ー
、
支
柱
な
ど
を
丈
夫

に
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
朝
顔
は
生
育
が
旺

盛
で
丈
夫
で
す
が
、
雑
草
化
し
や
す
い
た
め
剪
定
が

必
要
、
葉
が
茂
り
日
よ
け
に
適
し
た
西
洋
朝
顔
が
お

す
す
め
。
い
ず
れ
も
カ
ー
テ
ン
に
ま
で
生
育
す
る
に

は
、
２
〜
３
ヵ
月
は
か
か
り
ま
す
。

そ
の
効
用
と
は
い
か
に
？　

神
奈
川
県
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
真
夏
の
６
時
か
ら
18

時
の
平
均
室
温
が
１
・
７
度
、
最
大
で
３
・
７
度
下

が
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

●
直
射
日
光
を
さ
え
ぎ
る

●
反
射
熱
、
輻
射
熱
を
さ
え
ぎ
る

●
葉
か
ら
の
蒸
散
作
用
に
よ
っ
て
葉
の
な
い
外
面

よ
り
低
温
化
す
る

●
植
物
の
光
合
成
（
二
酸
化
炭
素
を
吸
っ
て
酸
素

を
出
す
）
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
2

削
減

（
大
阪
大
学
試
験
デ
ー
タ
に
よ
る
と
１
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
で
年
間
３
３
６
・
６
㎏
の
Ｃ
Ｏ
2

が
削
減
さ

れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
）

今
年
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
が
間
に
合
わ
な
い
と

い
う
場
合
は
、
夕
方
の
打
ち
水
（
雨
水
、
風
呂
水
の

再
利
用
）
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
道
路
や
壁
に
直
接

打
ち
水
す
る
ほ
か
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
ス
ノ
コ
や
よ
し

ず
を
セ
ッ
ト
、
ベ
ラ
ン
ダ
マ
ッ
ト
に
は
水
を
ま
い

て
、
気
化
熱
で
涼
風
を
誘
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

節
電
、
涼
風
を
呼
ぶ
工
夫
！

“よく受ける検査”の意味
●総蛋白って、何ですか？
ヒトの血液中には何百種類という蛋白質が
存在します。栄養の元となったり、怪我した
ときに出血を止めたり、あるいは体に侵入し
たウイルスをやっつけたりと、さまざまな機
能を分担しています。
この総量が「総蛋白」です。健康な大人で
6.5 ～ 8.2g/dlくらいの濃度があります。

●アルブミンって、何ですか？
総蛋白のうち、もっとも量が多いのが「ア
ルブミン」です。生卵の白身のような、ドロ
ッとした物質で、肝臓で合成されます。浸透
圧を維持したり、貴重な微量物質を運搬した
りするなど、多様な機能を担っています。濃
度は3.7 ～ 5.5g/dlほどで、総蛋白の約６
割を占めます。
アルブミンはもっぱら次のような病態で、
濃度が下がっていないかを測定します。
◎肝機能が低下し、アルブミンの合成が進ま
ない場合（肝硬変など）
◎腎機能が低下し、尿中に失われる場合（ネ

フローゼ症候群など）
◎栄養分の摂取が低下した場合（飢餓状態、
寝たきりなど）
このような病態になると、値が半分よりも
低くなることがあります。

●総蛋白で、何がわかるのですか？
アルブミンと同じように、全身の栄養状態
を知るのに有効な指標です。肝臓の蛋白を合
成する能力が下がったり、腎臓が悪くなって
尿に蛋白質が出ていってしまったり、下痢で
腸から蛋白質が失われたりすると、値が低下
します。またがんや肝臓の病気で腹水が溜ま
ると、蛋白質がお腹（腸の外側の空間）に漏
れ出るため、総蛋白は低下します。
一方、アルブミンと違って、濃度が高くな
る病気もあります。「多発性骨髄腫」や「原
発性マクログロブリン血症」といって、血液
中に特定の免疫グロブリンが大量につくられ
る、一種の「血液のがん」の場合です。
血液中の白血球は、骨の中でつくられるの
ですが、その細胞ががんになるため、骨が脆
くなります。「腰や胸、頭の痛み」として自
覚されたり、わずかの衝撃で骨折したりする
ことで見つかることがあります。
総蛋白が10 g/dlを超えるほど高い場合
は、一度「蛋白分画」という簡単な血液検査
で、この病気でないことを確かめてもらうと
よいでしょう。臨床検査専門医なら、「蛋白
分画」の結果を一目見ただけで、ほぼ確実に
診断できます。
総蛋白もアルブミンも、もっとも基本的な
血液検査として学会でも推奨されています。
腰や胸、頭に痛みがあったら、「年のせい」
とあきらめずに、一度、検査してもらうこと
をおすすめします。

総蛋白（TP）、
アルブミン（Alb）
の検査について

専 門 医 が 教 え る
検
査
が
く
れ
た
ほ
ほ
え
み

 

鈴
木　

康
久
（
76
歳
／
東
京
都
）

平
成
22
年
度　

第
11
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」　

入
賞
作
品
の
紹
介

●

努
力
賞

長
男
一
家
は
目
下
勤
務
の
関
係
で

メ
キ
シ
コ
に
住
ん
で
い
る
。
毎
年
７

月
に
な
る
と
家
族
揃
っ
て
帰
国
し
、

２
週
間
ほ
ど
滞
在
す
る
と
、
ま
た
あ

わ
た
だ
し
く
任
地
に
帰
っ
て
い
く
。

そ
の
２
週
間
は
大
変
忙
し
い
。
本
社

へ
出
社
す
る
あ
い
ま
に
、
日
頃
無
沙

汰
を
し
て
い
る
嫁
の
実
家
に
行
っ
た

り
、
色
々
な
グ
ル
ー
プ
の
友
人
達
の

集
ま
り
な
ど
に
顔
を
出
す
。
私
達
と

一
緒
に
行
く
箱
根
の
温
泉
も
楽
し
み

の
一
つ
だ
。
し
か
し
、
会
社
の
嘱
託

病
院
で
の
健
康
診
断
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

今
年
、
帰
国
早
々
に
健
康
診
断
を

受
け
た
と
こ
ろ
、
長
男
は
以
前
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
胆
嚢
ポ
リ
ー
プ
が

異
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ガ
ン
の
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
医
師
か
ら
は
早
急
な
胆

嚢
の
摘
出
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
。
一

旦
メ
キ
シ
コ
に
戻
り
、
改
め
て
手
術

の
た
め
に
日
本
に
来
る
か
、
そ
れ
と

も
今
度
の
日
本
滞
在
中
に
手
術
を
済

ま
せ
て
し
ま
う
か
の
判
断
を
迫
ら
れ

た
。昔

の
胆
嚢
摘
出
は
皆
開
腹
手
術
を

し
た
も
の
だ
が
、
長
男
の
場
合
は
お

腹
に
小
さ
な
穴
を
あ
け
て
内
視
鏡
を

入
れ
る
だ
け
で
済
む
と
い
う
。
病
院

の
配
慮
に
よ
っ
て
20
日
に
手
術
を

し
、
も
し
順
調
に
い
け
ば
、
な
ん
と

か
予
定
の
26
日
に
メ
キ
シ
コ
へ
帰
れ

る
見
通
し
が
立
っ
た
。
仕
事
に
は
穴

を
あ
け
た
く
な
い
し
、
さ
り
と
て
手

術
後
の
治
療
・
静
養
に
は
万
全
を
期

し
た
い
と
い
う
、
相
反
す
る
二
つ
を

天
秤
に
掛
け
た
ギ
リ
ギ
リ
の
選
択
で

あ
っ
た
。

手
術
は
無
事
終
わ
っ
た
。
医
師

が
、
取
っ
た
ば
か
り
の
胆
嚢
を
シ
ャ

ー
レ
に
乗
せ
て
持
っ
て
き
て
、
私
達

に
見
せ
た
。
目
の
前
で
そ
れ
に
鋏
を

入
れ
る
と
、
黒
い
胆
汁
が
流
れ
出

し
、
一
面
に
ポ
リ
ー
プ
に
被
わ
れ
た

胆
嚢
の
内
壁
が
現
れ
た
。

医
師
は
、「
こ
れ
を
検
査
に
出
し

て
、
ガ
ン
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

ま
す
。
手
術
で
は
ガ
ン
を
疑
わ
せ
る

徴
候
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
や
は
り
こ
れ
を
調
べ
な
い
と
確

定
的
な
こ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
１
週

間
ほ
ど
で
結
果
が
出
ま
す
」
と
い

う
。し

か
し
１
週
間
と
い
う
と
メ
キ
シ

コ
帰
任
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
手
術

だ
け
は
ど
う
に
か
間
に
合
っ
た
が
、

一
番
気
が
か
り
な
ガ
ン
の
検
査
結
果

は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
日
本
を
出
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
も
し

ク
ロ
と
出
れ
ば
、
ま
た
改
め
て
日
本

に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と

ま
ず
、
結
果
を
私
の
家
に
報
せ
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
う
え
で
、「
26
日

に
帰
る
の
で
、
な
ん
と
か
25
日
ま
で

に
結
果
を
出
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
も
う
一
度
頼
ま
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

術
後
の
経
過
は
順
調
で
あ
っ
た
。

23
日
に
退
院
、
25
日
に
は
医
師
の
診

察
が
あ
り
、
そ
こ
で
検
査
の
結
果
は

シ
ロ
と
告
げ
ら
れ
た
。
祈
る
よ
う
な

気
持
ち
で
待
っ
た
検
査
結
果
は
シ
ロ

だ
っ
た
。
シ
ロ
の
可
能
性
の
ほ
う
が

大
き
い
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
や
は

り
結
果
を
聞
く
ま
で
は
私
達
も
気
が

気
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
一
家
全

員
安
心
し
て
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
が

で
き
る
。

当
日
長
男
は
ま
だ
腹
を
い
た
わ
る

よ
う
に
少
し
前
か
が
み
の
格
好
で
歩

い
て
い
た
が
、
顔
に
は
晴
れ
や
か
な

ほ
ほ
え
み
が
あ
っ
た
。
検
査
が
く
れ

た
ほ
ほ
え
み
で
あ
っ
た
。

夏
本
番
、
気
を
つ
け
た
い
の
が
熱
中
症
対

策
。
毎
年
多
く
の
方
が
熱
中
症
で
病
院
に
搬

送
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
気
温
と
湿

度
か
ら
熱
中
症
指
数
値
（
Ｗ
Ｅ
Ｇ
Ｔ
近
似

値
）
を
算
出
し
、
熱
中
症
の
危
険
度
を
５
段

階
で
警
告
す
る
携
帯
用
熱
中
症
計
も
あ
る
ほ

ど
夏
の
社
会
現
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
省
の「
熱
中
症
情
報
」と
し
て
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
で
は
、ど
ん
な
症
状
か
、ま
た
な
り

や
す
い
環
境
や
人
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
こ
ん
な
症
状
が
あ
る
な
ら
熱
中
症
を
疑
い

ま
し
ょ
う

軽
度
：
め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
筋
肉

痛
・
汗
が
止
ま
ら
な
い

中
度
：
頭
痛
・
吐
き
気
・
倦
怠
感
・
虚
脱
感

重
度
：
意
識
が
な
い
・
け
い
れ
ん
・
高
い

体
温
で
あ
る
・
呼
び
か
け
に
対
し

返
事
が
な
い
・
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な

い
、
走
れ
な
い

◎
ど
ん
な
日
に
な
り
や
す
い
か

気
温
が
高
い
・
湿
度
が
高
い
・
風
が
弱

い
・
急
に
気
温
上
昇
が
あ
っ
た

◎
ど
ん
な
人
が
か
か
り
や
す
い
か

肥
満
の
人
・
体
調
の
悪
い
人
・
持
病
の
あ

る
人
・
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人
・
高
齢

者
・
幼
児

意
識
障
害
を
伴
う
よ
う
な
熱
中
症
（
重
度

程
度
）
に
お
い
て
は
、
迅
速
な
医
療
処
置

（
発
症
か
ら
20
分
以
内
に
体
温
を
下
げ
る
こ

と
）
が
生
死
を
左
右
し
ま
す
。
軽
度
、
中
度

で
も
以
下
の
手
当
て
を
し
て
、
病
院
ま
た
は

１
１
９
番
や
消
防
署
に
連
絡
・
相
談
を
す
る

こ
と
で
す
（
日
本
神
経
救
急
学
会
の
Ｈ
Ｐ
参

照
）。

●
安
静
に
す
る
、
衣
服
を
緩
め
て
体
を
冷
や

す
（
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
、
冷
水
で
冷
や
す
、

団
扇
な
ど
で
風
を
送
る
、
霧
吹
き
で
水
を

吹
き
か
け
る
）

●
涼
し
い
場
所
（
風
通
し
の
い
い
日
陰
、
エ

ア
コ
ン
の
あ
る
場
所
）
で
休
む

●
水
分
補
給
す
る
（
塩
分
０
・
１
％
、
糖
分

濃
度
３
〜
５
％
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が

望
ま
し
い
。
吐
き
気
が
あ
る
場
合
な
ど
の

中
度
は
、
医
療
機
関
で
輸
液
が
必
要
に
な

る
）

東
日
本
の
電
力
不
足
に
伴
い
、
家
庭
で
も

15
％
の
節
電
を
呼
び
か
け
る
今
夏
は
、
と
く

に
、
室
内
で
の
熱
中
症
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
い
く
ら
節
電
と
は
い
え
、
風
通

し
の
悪
い
室
内
や
直
射
日
光
が
入
る
部
屋
な

ど
は
、
28
度
に
設
定
し
て
も
、
さ
ら
に
高
温

多
湿
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
や

幼
児
の
い
る
場
合
に
は
と
く
に
注
意
し
、
エ

ア
コ
ン
と
扇
風
機
を
上
手
に
併
用
し
、
こ
ま

め
に
温
度
確
認
を
し
た
い
も
の
で
す
。

節電と熱中症対策節電と熱中症対策
この夏は室内でもご用心！

写真一般公募

「わたしの一枚」

•宛 先•

4

One
Shot!

今
月
の
言
葉
108

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

愛の血液助け合い月間愛の血液助け合い月間

ラボ通信

βリポ蛋白（個人差が大きい）
4％

トランスフェリン
4％

フィブリノーゲン
4％

α1アンチトリプシン
3％

その他 3％

アルブミン
59％

免疫グロブリン
21％

ヒトの血液中に含まれる蛋白質とその割合
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日高　洋

災
害
支
援
ナ
ー
ス
と
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
に
、
日
本
看
護
協
会
が
作
っ
た
災
害

時
看
護
の
制
度
の
こ
と
で
す
。
救
急
医
療
の
現
場

で
、
多
数
の
傷
病
者
を
重
症
度
と
緊
急
性
に
よ
っ

て
、
治
療
の
優
先
度
を
四
段
階
に
判
定
す
る
「
ト
リ

ア
ー
ジ
」（
フ
ラ
ン
ス
語
の
選
別 triage 

に
由
来
）

や
応
急
処
置
、
心
の
ケ
ア
な
ど
の
研
修
を
受
け
た
看

護
師
四
八
〇
〇
人
余
り
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
能
登
半
島
地

震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
今
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
派
遣
は
四

回
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
看
護
協
会
は
今
年
三
月
二
十
二
日
、
現
地
で

被
災
者
の
看
護
を
行
う
「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」
の
第

一
陣
と
し
て
、
愛
知
、
山
梨
、
石
川
、
東
京
の
四
都

県
看
護
協
会
に
所
属
す
る
計
二
十
人
を
宮
城
に
派
遣

し
ま
し
た
。

現
地
で
の
活
動
内
容
は
主
に
、
被
災
者
へ
の
医

療
・
看
護
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
被
災
し
た

現
地
の
看
護
職
の
方
を
心
身
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
な
ど
、
大
切
な
任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

同
協
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
と
、
災
害
支
援
ナ

ー
ス
の
選
出
条
件
は
、
判
断
力
や
行
動
力
な
ど
の
あ

る
資
質
を
備
え
、
看
護
職
経
験
に
つ
い
て
は
、
ひ
と

と
お
り
の
看
護
が
一
人
で
で
き
る
（
お
お
む
ね
三
年

か
ら
五
年
）
な
ど
、
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
門
領
域
も
災
害
の
時
間
経
過
と
と
も
に
変

化
す
る
状
況
を
考
慮
し
四
段
階
に
分
け
て
い
ま
す
。

一
段
階
：
災
害
発
生
か
ら
初
動
﹇
三
日
程
度
﹈（
救

命
救
急
ト
リ
ア
ー
ジ
、
緊
急
時
看
護
管
理
な
ど
）

二
段
階
：
初
動
か
ら
初
期
対
応
﹇
三
日
目
か
ら
二
週

間
﹈（
内
科
・
外
科
系
看
護
、
慢
性
疾
患
看
護
な

ど
）

三
段
階
：
中
期
対
応
﹇
数
週
間
か
ら
三
ヵ
月
﹈（
精

神
看
護
、
地
域
看
護
な
ど
）

四
段
階
：
長
期
対
応
（
三
ヵ
月
以
上
）（
地
域
看

護
、
精
神
看
護
な
ど
）

震
災
に
あ
っ
た
方
々
へ
心
身
の
ケ
ア
を
す
る
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
、
被
災
地
の
支
援
活
動
は

こ
う
し
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
と
誠
意
と
た
ゆ
ま

ぬ
行
動
で
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

被
災
地
に
笑
顔
を
届
け
る
大
切
な
役
割

“よく受ける検査”の意味
●グロブリンとは何ですか？
「総蛋白」－「アルブミン」の計算式で算出さ
れます。

●グロブリンの値が低いときは、どうい
った病気が考えられますか？
免疫不全症などが考えられます。

●グロブリンの値が高いときは、どうい
った病気が考えられますか？
多発性骨髄腫、マクログロブリン血症、自
己免疫疾患、慢性肝疾患（慢性肝炎、肝硬
変）、慢性感染症、悪性腫瘍などが考えられ
ます。多発性骨髄腫とマクログロブリン血症
は、抗体を作る形質細胞の癌で、1種類の抗
体が大量に作られます。自己免疫疾患とは、
自己の組織に反応するリンパ球が活性化する
病気で、関節リウマチ（関節が腫れて痛む病
気）、橋本病（甲状腺が腫れる病気）などで
す。

●グロブリンの値が低いときあるいは高
いとき、つぎに行う検査は何ですか？
蛋白分画（図参照）という検査を行いま
す。この検査でグロブリンは、α₁グロブリ
ン、α₂グロブリン、βグロブリン、γグロ
ブリンに分けられます。α₁グロブリンは
α₁ -アンチトリプシン（トリプシンなどの
働きを抑える）などで、主に肝臓で作られま
す。α₂グロブリンはハプトグロビン（ヘモ
グロビンと結合する）などで、主に肝臓で作
られます。βグロブリンはトランスフェリン

（鉄と結合する）などで、主に肝臓で作られ
ます。γグロブリンはIgG（ウイルスなどと
結合する）などで、主に白血球で作られま
す。

●蛋白分画で何がわかりますか？
多発性骨髄腫、マクログロブリン血症で
は、Mピークという特徴的な波形を示しま
す。その他にも、急性炎症（急性感染症、心
筋梗塞など）、慢性炎症（慢性感染症、自己
免疫疾患、悪性腫瘍など）、肝硬変、ネフロ
ーゼ症候群（尿に大量の蛋白が出る病気）な
どの診断にも役立ちます。

●多発性骨髄腫、マクログロブリン血症
が疑われた場合、次にどういった検査
を行いますか？
免疫電気泳動という検査と免疫グロブリン
量（IgG量など）の検査を行い、さらに疑い
が深まれば、骨髄検査を行います。

●自己免疫疾患が疑われた場合、次にど
ういった検査を行いますか？
関節リウマチが疑われる場合にはリウマト
イド因子など、橋本病が疑われる場合には抗
サイログロブリン抗体などを測定します。

●慢性肝疾患が疑われた場合、次にどう
いった検査を行いますか？
肝炎ウイルスの感染が疑われる場合には
HBs抗原、HCV抗体などを調べます。また、
超音波検査で肝臓の状態を調べます。

グロブリン
 （Glob）
の検査について

専 門 医 が 教 え る
献
血
―
検
査
が
く
れ
た
も
の

 

加
藤　

融
（
五
十
二
歳
／
東
京
都
）

平
成
22
年
度　

第
11
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」　

入
賞
作
品
の
紹
介

●

努
力
賞

赤
い
血
が
透
明
の
チ
ュ
ー
ブ
の
中

を
流
れ
る
。
そ
の
先
頭
部
分
が
す
ー

っ
と
す
べ
る
よ
う
に
し
て
、
頭
の
す

ぐ
脇
に
あ
る
、
な
に
や
ら
回
転
し
て

い
る
機
械
の
中
に
吸
い
こ
ま
れ
て
い

く
。
献
血
の
始
ま
り
だ
。

定
期
的
に
献
血
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
三
年
に
な
る
。
た
ま
た
ま

訪
れ
た
献
血
ル
ー
ム
で
、
壁
に
貼
っ

て
あ
っ
た
一
編
の
記
事

―
病
気
と

闘
っ
て
い
る
子
供
た
ち
が
献
血
を
必

要
と
し
て
い
る

―
を
読
ん
で
か
ら

だ
。誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
。
そ
う
い

う
思
い
で
始
め
た
献
血
だ
が
、
同
時

に
行
わ
れ
る
血
液
検
査
は
、
私
自
身

の
健
康
管
理
に
役
立
つ
と
と
も
に
、

常
に
正
し
い
生
活
の
仕
方
を
示
し
て

く
れ
る
指
南
役
と
な
っ
た
。

検
査
後
、
血
液
検
査
の
結
果
が
十

日
位
で
郵
送
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
を

見
て
、
妻
が
言
う
。

「
あ
な
た
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上

が
っ
て
い
る
わ
よ
。
外
で
何
を
食
べ

て
い
る
の
？　

ち
ょ
っ
と
気
を
ゆ
る

め
る
と
、
も
う
こ
れ
な
ん
だ
か
ら
」

「
ボ
ク
だ
っ
て
気
を
つ
け
て
い
る

よ
。
ほ
ら
、
こ
の
数
値
は
三
回
前
の

と
近
い
だ
ろ
。
今
回
特
に
悪
く
な
っ

た
わ
け
じ
ゃ
あ
な
い
よ
。
標
準
内
だ

よ
」と

、
私
は
一
緒
に
つ
い
て
く
る

「
標
準
値
表
」
を
指
し
て
、
少
し
だ

け
反
論
し
て
み
る
。

「
で
も
ね
え
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、

で
き
る
だ
け
い
い
血
を
献
血
し
た
ほ

う
が
い
い
わ
よ
。
私
は
血
液
に
い
い

料
理
を
作
る
か
ら
、
あ
な
た
は
い
い

血
を
作
っ
て
困
っ
て
い
る
人
に
分
け

て
あ
げ
て
ね
」

妻
は
血
液
の
比
重
が
標
準
よ
り
軽

く
献
血
で
き
な
い
。
だ
か
ら
な
の

か
、
自
分
の
分
ま
で
献
血
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

私
は
頑
張
る
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は

ノ
ン
オ
イ
ル
。
肉
と
魚
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
る
。
昼
の
外
食
は
特
に
注

意
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
献
血
予
約

日
の
二
日
前
か
ら
禁
酒
す
る
。

血
液
検
査
は
生
化
学
検
査
と
血
球

計
数
検
査
と
い
う
内
容
で
、
十
五
も

の
項
目
を
検
査
し
て
く
れ
る
。
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
だ
け
じ
ゃ
あ
な
い
。
グ

リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
い
う
糖
尿
病
検

査
の
項
目
も
あ
る
し
、
白
血
球
の
増

減
は
細
菌
感
染
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

可
能
性
を
読
み
と
れ
る
。

病
気
が
発
症
す
る
前
に
病
院
へ
行

っ
て
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
だ
。

だ
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
検
査
結
果
の
お
か
げ
で
妻
と

の
会
話
が
確
実
に
増
え
た
こ
と
だ
。

　

―
お
互
い
の
こ
と
を
も
っ
と
も

っ
と
知
り
た
く
て
、
絶
え
間
な
く
話

を
し
て
い
た

―
そ
ん
な
出
会
っ
た

頃
、
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
途
切

れ
が
ち
だ
っ
た
私
た
ち
夫
婦
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
潤
滑
油
が
注
ぎ

込
ま
れ
た
。
二
人
の
間
に
一
緒
に
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
一
輪
の
花
が
咲

い
た
の
だ
。
ひ
と
つ
違
う
こ
と
と
言

え
ば
、
多
少
の
遠
慮
が
な
く
な
り
、

ず
け
ず
け
と
言
い
た
い
こ
と
を
言
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
よ
り
深
く
お

互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
味
わ
い

深
い
関
係
だ
。

先
日
も
献
血
に
行
っ
て
き
た
。
今

度
の
検
査
結
果
を
見
て
、
私
と
妻
は

ど
ん
な
会
話
を
す
る
の
だ
ろ
う
。

有
害
な
紫
外
線
が

オ
ゾ
ン
破
壊
で
増
加
中

太
陽
の
光
の
う
ち
、
目
に
見
え
な
い
も
の

が
赤
外
線
と
紫
外
線
で
す
。
紫
外
線
は
、
地

表
に
届
く
光
の
中
で
波
長
（
四
〇
〇
ナ
ノ
メ

ー
ト
ル
以
下
）
が
も
っ
と
も
短
い
も
の
。
そ

の
う
ち
、
波
長
の
長
い
順
に
、
Ｕ
Ｖ‒

Ａ

（
地
表
に
届
き
長
時
間
浴
び
る
と
有
害
）、
Ｕ

Ｖ‒

Ｂ
（
有
害
で
日
焼
け
や
皮
膚
が
ん
の
原

因
を
作
る
）、
Ｕ
Ｖ‒

Ｃ
（
地
表
に
届
か
な

い
）
の
三
段
階
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
（
成
層
圏
で
十
〜
五
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
上
空
）
は
本
来
、
太
陽
か
ら
の
有
害

な
紫
外
線
を
吸
収
し
、
地
上
の
生
態
系
を
保

護
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
排
気
ガ
ス
な
ど
か
ら
生

じ
た
塩
素
・
臭
素
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
破
壊
が

進
み
、
有
害
紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ‒

Ｂ
）
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
日
焼
け
や
シ
ミ
を
作
る
だ
け

で
な
く
、
皮
膚
が
ん
や
白
内
障
な
ど
健
康
へ

の
影
響
や
、
気
候
へ
の
影
響
が
生
じ
て
い
ま

す
。紫

外
線
は
、
殺
菌
作
用
（
布
団
を
干
す
な

ど
ダ
ニ
退
治
）
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
産
生
す
る

な
ど
よ
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｕ
Ｖ‒
Ｂ
は

肌
の
中
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
を
沈
着
さ
せ
、
Ｕ

Ｖ‒

Ａ
は
シ
ワ
や
た
る
み
の
元
と
な
る
皮
膚

の
老
化
、
乾
燥
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

曇
り
の
日
も
ご
用
心
！

紫
外
線
対
策

環
境
省
『
紫
外
線
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル

二
〇
〇
八
』
に
よ
る
と
、
紫
外
線
は
①
南
に

行
く
ほ
ど
強
い
、
②
春
か
ら
初
秋
（
四
月
〜

九
月
）
に
か
け
て
強
い
、
③
正
午
を
は
さ
む

数
時
間
（
午
前
十
時
〜
午
後
二
時
）
が
強

い
、
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
陰
は
紫
外
線
の
強
さ
が
直
射
日

光
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
曇
り
の
日
は

晴
天
の
日
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
照
り
返
し
が
あ
る
場
所
や

砂
浜
で
は
、
反
射
の
影
響
で
一
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
●
曇
り
で
も
油
断
し
な
い
で
日

傘
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
帽
子
を
利
用
す
る
、
●

照
り
返
し
の
あ
る
道
は
で
き
れ
ば
避
け
る
、

●
布
目
の
し
っ
か
り
し
た
生
地
の
長
袖
を
着

る
、
●
長
時
間
日
光
を
浴
び
な
い
、
な
ど
工

夫
し
た
い
も
の
で
す
。

紫外線を予防する紫外線を予防する
シミ、シワなど皮膚の老化の最大の敵!

写真一般公募

「わたしの一枚」

•宛 先•

5

One
Shot!

今
月
の
言
葉
109

災
害
支
援
ナ
ー
ス

8月は食品衛生月間8月は食品衛生月間
食中毒防止！食中毒防止！

①菌をつけない！①菌をつけない！

②菌を増やさない！②菌を増やさない！

③菌をやっつける！③菌をやっつける！

ラボ通信

アルブミン グロブリン

α₁ α₂ β γ

蛋白分画
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私
は
十
年
前
に
実
父
を
末
期
の
癌
で
亡
く
し
ま
し
た
。
そ

の
翌
年
に
は
、
長
い
間
女
性
問
題
と
Ｄ
Ｖ
で
悩
ま
さ
れ
て
い

た
夫
と
や
っ
と
離
婚
。
二
人
の
子
供
た
ち
と
の
三
人
の
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。

結
婚
生
活
は
と
て
も
つ
ら
く
、
精
神
的
に
苦
し
い
も
の
で

し
た
。
五
キ
ロ
も
体
重
が
減
り
、
血
尿
が
出
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
離
婚
時
の
い
ざ
こ
ざ
も
あ
り
、
母
と
は
ぎ
ご
ち
な
い

関
係
が
続
き
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
と
の
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し

は
と
て
も
楽
し
く
快
適
で
し
た
。

父
は
三
歳
の
幼
い
私
を
連
れ
て
、
今
の
母
と
再
婚
し
て
い

ま
す
。
複
雑
な
生
い
立
ち
も
あ
り
、
私
は
二
十
歳
で
結
婚
し

て
か
ら
は
、
母
方
の
親
戚
は
も
ち
ろ
ん
、
父
方
の
親
戚
と
も

疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何
と
な
く
自
分
は
、
身
内
の
中

で
も
異
質
で
邪
魔
な
存
在
だ
と
思
い
込
み
、
距
離
を
置
い
て

い
た
の
で
す
。

離
婚
し
て
二
年
経
っ
た
頃
、
左
下
の
顎
か
ら
奥
歯
、
舌
に

か
け
て
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
痛
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
歯
科
医
で
も
異
常
は
な
く
、
痛
み
は
治

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
歯
科
医
を
転
々
と
し
ま

し
た
が
、
原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

痛
み
が
少
し
治
ま
る
時
期
も
あ
り
、
七
年
く
ら
い
何
と
か

や
り
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
夜
中
も
ド
リ
ル
で
貫
か
れ
る

よ
う
な
激
痛
で
眠
れ
ず
、
水
さ
え
も
痛
く
て
飲
め
な
く
な
り

ま
し
た
。

昨
年
大
き
な
病
院
で
診
て
も
ら
う
と
、
三
叉
神
経
痛
の
症

状
と
診
断
さ
れ
、
念
の
た
め
に
脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
初
め
て
痛
み
の
原
因
が
分
か
っ
た
の
で
す
。
な

ん
と
直
径
三
・
五
セ
ン
チ
大
の
腫
瘍
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
が

三
叉
神
経
を
圧
迫
し
て
痛
み
が
続
い
て
い
た
の
で
し
た
。
脳

の
腫
瘍
は
幸
い
に
も
良
性
で
、
手
術
で
取
り
除
け
ば
大
丈
夫

と
言
わ
れ
、も
っ
と
早
く
検
査
す
れ
ば
と
悔
や
ま
れ
ま
し
た
。

手
術
の
日
の
朝
、
母
と
父
方
の
叔
母
が
心
配
し
て
病
室
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
叔
母
と
は
父
の
七
回
忌
に
顔
を
見
た
き

り
で
し
た
。
私
は
、
難
し
い
と
言
わ
れ
る
手
術
に
不
安
を
覚

え
て
い
ま
し
た
が
、
十
四
時
間
に
も
及
ぶ
手
術
は
無
事
成

功
。
腫
瘍
も
全
部
き
れ
い
に
取
り
除
か
れ
、
あ
の
恐
ろ
し
い

痛
み
も
跡
形
も
な
く
消
え
て
い
ま
し
た
。

後
で
知
っ
た
の
で
す
が
、
手
術
の
間
控
え
室
に
は
、
父
方

の
親
戚
た
ち
が
十
人
近
く
も
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で

す
。
皆
、
と
て
も
心
配
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

退
院
ま
で
の
二
週
間
、
友
人
や
親
戚
、
母
や
父
方
の
叔
母

夫
婦
は
毎
日
の
よ
う
に
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

日
々
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
く
私
を
、
叔
母
た
ち
は
と
て
も

喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
退
院
し
て
か
ら
も
時
々
、
叔
母

宅
に
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
病
気
は
、
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で
し

た
が
、
検
査
を
し
た
お
陰
で
長
年
の
痛
み
の
原
因
が
分
か

り
、
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
病

気
に
な
っ
た
こ
と
で
、
自
分
は
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
た
ち

に
心
配
さ
れ
て
、
愛
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
世
話
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本臨床検査専門医会

大西明弘

“よく受ける検査”の意味
●ASTとALTはどういうものですか？
肝臓の検査でおなじみのASTとALTは、
アミノ酸のアミノ基を転移させ、別のアミノ
酸を生成するアミノ基転移酵素です（従来は
GOTとGPTと呼ばれていましたが、国際命
名基準により、ASTとALTと呼ばれていま
す）。両酵素ともに臨床現場で示されている
値は、酵素活性として測られた値です。
ASTとALTは、肝臓の病気のときに肝細
胞が壊され、肝細胞から流出する逸脱酵素
で、したがって血液中より細胞内に高濃度に
存在します。実はASTとALTは、体のあら
ゆる臓器の細胞に含まれる酵素なのです。し
かし分布の違いがあって、ASTは、心筋＞
肝臓＞骨格筋＞腎臓の順に多く含まれ、これ
らの組織（細胞）が病気で障害されると、血
液中に流出し、値が上昇します。
したがってASTの上昇は肝臓の病気以外
でも、例えば心筋梗塞、心筋炎、肺梗塞、腎
梗塞、筋ジストロフィ－、筋炎、溶血性疾患
などで上昇します。健常者でも運動時などに
は、心筋細胞からASTが血液中に流出し上
昇します。一方ALTは、肝臓≫心筋＞骨格

筋の順に多く含まれていて、特に肝臓に多く
含まれているため、その上昇はASTより肝
臓の病気に特異性が高いと考えられていま
す。
また血液中のAST値、ALT値は、必ずし
も肝機能が低下した際に上昇するわけではあ
りません。肝臓の病気（肝炎ウイルス、アル
コール、自己免疫性等）により破壊されつつ
ある肝細胞の量を反映していますが、すでに
破壊された肝細胞量を反映するわけではあり
ません。例えば破壊しつくされた後の劇症肝
炎終期や肝硬変末期ではそれほど増加してい
ないのです（図１参照）。

●どのような病気でASTとALTは増加
しますか？　そしてその増加の程度は？
肝臓が障害されるとASTとALTは増加し
ますが、その程度とAST、ALTのどちらの
酵素が優位に増加するかは病気によって違い
ます。表１にそれらをまとめていますが、特
に急性肝炎、劇症肝炎、重症心筋梗塞やショ
ック肝などで著しく高値を示します。AST
とALTの増加の程度は、慢性肝炎、肝硬変
では病気の進み度合いによっても血液中の値
は変化します（図１参照）。
ここで示した値はあくまで目安で、血液中
のASTとALTの値は日々変化し、いろいろ
な条件（運動、疲労、採血時の姿勢、性差）
でも影響されますので注意が必要となりま
す。このように多くの肝臓の病気で血中の値
は上昇しますが、ASTとALTのみで診断が
決定されることはまずありません。他の血液
検査や画像検査を組み合わせてはじめて診断
がつくと考えられ、ASTとALTは、あくま
で肝細胞障害を示す補助的な検査項目と思わ
れます。

AST（GOT）、
ALT（GPT）
の検査について

専 門 医 が 教 え る

6

平
成
二
十
二
年
度　

第
十
一
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」

入
賞
作
品
の
紹
介

●

努
力
賞

ラボ通信

日衛協ナウナウ

地
球
環
境
の
保
護
と
大
震
災
を
機
に
逼
迫
す
る
電
力
需
給
に
対
応

環
境
保
全
と
節
電
に
取
り
組
む
日
衛
協

環
境
保
全
は
衛
生
検
査
所
の
社
会
的
使
命

従
来
の
環
境
基
本
方
針
を
改
訂
し

新
た
な
「
環
境
方
針
」
を
制
定

臨
床
検
査
の
立
場
か
ら
国
民
医
療
の
進
展
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
『
衛
生
検
査
所
の
社
会
的
使
命
と
し
て
環
境
に

与
え
る
負
荷
を
継
続
的
に
改
善
し
地
球
環
境
の
保
全
に
努

め
る
』
と
の
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
に
、
日
衛
協
で
は
か
ね
て

か
ら
地
球
環
境
の
保
全
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
所
管
委
員
会
で
あ
る
総
務
・

労
務
委
員
会
で
の
議
論
と
検
討
を
踏
ま
え
、
平
成
十
四
年

度
以
降
、
独
自
の
環
境
基
本
方
針
の
も
と
に
協
会
を
挙
げ

て
地
球
環
境
の
保
全
に
向
け
て
幅
広
い
施
策
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

一
方
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
い
ま
な
お
温
暖
化
に
象

徴
さ
れ
る
環
境
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
将
来
に
わ
た

っ
て
の
「
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
」
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
日
衛
協
で
は
昨
年

度
、
環
境
保
全
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
で
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
環
境
保
全
推
進
に
関
す
る
小
委

員
会
を
設
置
。
そ
こ
で
の
検
討
と
環
境
保
全
推
進
に
関
す

る
会
員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、

従
来
の
環
境
基
本
方
針
を
全
面
的
に
改
訂
し
た
新
た
な

「
環
境
方
針
」（
表
１
）
を
去
る
三
月
二
十
四
日
に
制
定
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
方
針
の
行
動
指
針
に
沿
っ
て
環
境
に
優
し

い
物
品
を
積
極
的
に
活
用
す
る
＝
グ
リ
ー
ン
購
入
、
施
設

毎
か
ら
事
業
者
単
位
に
軸
足
を
移
し
た
＝
改
正
省
エ
ネ
法

へ
の
対
応
、
森
林
整
備
を
柱
と
し
た
＝
温
室
効
果
ガ
ス
吸

収
源
対
策
へ
の
協
力
と
支
援
等
を
通
じ
て
地
球
環
境
の
保

全
に
向
け
て
今
後
と
も
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
般
よ
り
も
高
い〝
節
電
ハ
ー
ド
ル
〞を

設
定　

一
方
、
先
の
大
震
災
以
降
、
今
夏
の
電
力
供
給
の
安
定

確
保
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
政
府
は
去
る
七
月
一
日
に
三

十
七
年
ぶ
り
と
な
る
「
電
力
使
用
制
限
令
」
を
発
動
し
ま

し
た
。
対
象
は
東
京
、
東
北
両
電
力
管
内
の
企
業
や
工
場

な
ど
大
口
需
要
先
で
昨
年
夏
に
対
し
て
電
力
使
用
量
の
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
「
木
金
休
業
・
土
日
出
勤
」
に
踏
み
切
る
自
動
車
メ

ー
カ
ー
や
駅
構
内
や
デ
パ
ー
ト
で
の
照
明
設
備
の
省
電
力

化
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
流
通
業
界
等
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ

の
切
り
替
え
、
環
境
省
で
の
「
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

の
他
、
制
限
令
で
は
対
象
外
の
各
家
庭
で
も
エ
ア
コ
ン
の

使
用
を
抑
え
て
扇
風
機
を
使
う
な
ど
、
社
会
全
体
に
〝
節

電
モ
ー
ド
〞
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

す
で
に
会
員
各
社
毎
に
独
自
の
節
電
対
策
が
行
わ
れ
る

な
か
、
厚
生
労
働
省
の
直
轄
団
体
で
あ
る
日
衛
協
で
は
、

同
省
の
節
電
要
請
を
受
け
て
一
般
社
会
よ
り
も
高
い
『
二

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
』
と
い
う
〝
節
電
ハ
ー
ド
ル
〞
の

ク
リ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

表１ 社団法人日本衛生検査所協会「環境方針」

基本理念
私たちの住む地球はかけがえのないものであり、その環境下において全ての生物が健康
的な営みを続けていくために、限りある環境を良好な状態に保全し健全に維持していくこ
とは、将来の世代に対する私たちの責任です。
当協会は、臨床検査事業のすべての活動において環境に配慮し、負荷を低減することに
より、持続可能な社会の構築に貢献してまいります。

行動指針
当協会会員は、自ら環境保全に努めるとともに、地域社会の一員として、行政、地域社
会ならびにその他組織との連携・協力をはかり行動いたします。

１　環境関連の法律・規制・協定および協会が同意するその他の要求事項を順守します
２　環境保全活動の成果を向上させるため、適切な環境管理のための仕組みを導入して
継続的な改善に取り組みます

３　省資源、省エネルギー、廃棄物の適正処理、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイ
クル）、グリーン購入等を推進し、環境汚染の予防に努めます

４　行政や地域社会の環境保全活動に積極的に参画するとともに、従業員の自主的な取
り組みを支援します

One
Shot!「食生活改善普及運動」の月「食生活改善普及運動」の月

食べすぎにご用心！食べすぎにご用心！

 ㈶医療関連サービス振興会主催の『月例セミナー』が、下記の日程で行われます。

●日　時／平成23年10月４日（火）
　　　　　午後３時～午後５時

●場　所／ベルサール九段　３階
　　　　　千代田区九段北1-8-10　住友不動産九段ビル
　　　　　Tel：03-3288-2441

●テーマ／『放射線と健康リスク・環境リスク』

●講　師／浦島充佳氏
　　　　　東京慈恵会医科大学 分子疫学研究室室長、小児科学講座医長

●参加料／無料

●申込締切／平成23年９月30日（金）

●問合せ先／㈶医療関連サービス振興会
　　　　　　千代田区九段北１-11-11　第２フナトビル３F
　　　　　　Tel ：03-3238-1863
　　　　　　Fax ：03-3238-1865

月例セミナーのご案内

表１　血液中のASTとALT値が増加する病気 図１　慢性肝炎から肝硬変の病期における血中AST、ALT値の変化
1. 高度な上昇
（正常の10倍以上、
500 IU ／ L以上）

急性ウイルス性肝炎、劇症肝炎（AST＜ALT）
薬剤性肝炎（特に中毒性）（AST＜ALT）
ショック、重症心筋梗塞（AST＞ALT）

2.中等度上昇
（正常の2.5 
- 10倍、100 
- 500 IU ／ L
以上）

慢性肝炎（AST＜ALT）
アルコール性肝炎（AST＞ALT）
薬剤性肝炎（AST＜ALT）
心筋梗塞（AST＞ALT）
筋疾患（AST＞ALT）

3.軽度上昇
（正常の2.5倍
以下、100 IU
／ L以下）

慢性肝炎（AST＜ALT）
肝硬変（AST＞ALT）
肝癌（AST＞ALT）
脂肪肝（ アルコ－ル性：AST＞ALT，

過栄養性AST＜ALT）
閉塞性黄疸（AST＞ALT）
溶血性黄疸（AST＞ALT）

慢性肝炎
初期

ALT

AST

慢性肝炎
進展期

肝硬変
初期

肝硬変
末期

アルブミン、コリンエステラ－ゼ等
（肝機能を示す）

血
中
濃
度

基
準
範
囲
基
準
範
囲

血
中
濃
度

感
謝
の
気
持
ち
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ラボ通信

平
成
二
十
二
年
度　

第
十
一
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」
入
賞
作
品
の
紹
介

乳酸脱水素酵素

の検査について

日本臨床検査専門医会

金子　誠

“よく受ける検査”の意味
●乳酸脱水素酵素とはなんですか？

体内には、消化や吸収、代謝、排泄などい
ろいろな酵素（化学反応により物質を変化さ
せるために、生体にとって必要不可欠なタン
パク質を主体とした分子）がたくさんありま
す。
乳酸脱水素酵素（ＬＤ）とは、ブドウ糖が
エネルギーに変わるときに働く酵素のひとつ
です。ＬＤは、全身の組織や細胞に存在して
おりますが、特に、肝臓、心筋、骨格筋、血
球に多く認められます。
以前は、「ＬＤＨ」と記載されていたので
すが、酵素名称の標準化により「ＬＤ」とさ
れることになりました。

●どんなときに検査をしますか？

組織や細胞に障害（細胞の破壊など）が起
きると、血液中に流れ出て血液中の値が上昇
します。このように細胞内で働いている酵素
が血液中に出てくることを逸脱酵素といいま

す。ＬＤのような逸脱酵素の血中濃度を検査
するのは、臓器がダメージを受けていないか
を推測するためです。
ＬＤは、上記のように全身の組織や細胞に
存在するために、肝障害、心筋障害、筋肉障
害、血液疾患など多岐にわたる疾患で上昇し
ます。このため、スクリーニング検査といっ
て、いわゆる“ひっかけ検査”として利用さ
れています。
つまり、まず異常を感知し、その中から障
害部位を絞り込む方法で、他のデータと組み
合わせて推定します。

●検査結果の見方を教えてください。

肝臓、心筋、骨格筋、血球に何らかの異常
があった場合に高値となります。
スクリーニング検査により、異常を認めた
場合には、その他の検査結果と組み合わせた
り、アイソザイム検査を行ったりする必要が
あります。

●アイソザイム検査とは？

ＬＤは全身に存在する酵素ですが、分子構
造や存在部位が異なる5種類（ＬＤ１～Ｌ
Ｄ５）からなります。そのため、このアイソ
ザイムを検査することで、どの部位で異常が
起こっているのかある程度推定することが可
能です（表１）。
ただし、アイソザイムだけを測定しても明
確に診断することが困難なため、正確な診断
を行うためには、画像検査やその他の採血項
目も参考にする必要があります。

専 門 医 が 教 え る

7

（LD：Lactate
 Dehydrogenase）

暮 ら し
と 健 康

皆様からの写真作品の投稿をお待ちしています。健康的な家族や季節の風景や風
物、元気な子供たちの明るい笑顔など、題材は問いません。郵送またはＥメールで
下記の宛先へお送りください。ご応募の際は本協会ホームページの「協会紙『ラ
ボ』の紹介」ページから「『わたしの一枚』応募用紙」を出力し、必要事項を記載
の上、ご応募ください。お寄せいただいた中から優秀な作品については、事前にお
知らせした上で、●表紙を含む本紙上、●本協会の各種出版物、●本協会ホームペ
ージ等で紹介させていただくとともに、記念品をお送りします。写真原稿は返却い
たしません。また、写真作品の著作権は本協会に無償で帰属するものとします。な
お、本協会は、応募により取得した個人情報を応募者への連絡、作品の掲載時以外
には利用いたしません。

〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町3-27　剛堂会館ビル3階
　　　　　　　  ㈳日本衛生検査所協会「ラボ写真公募」係
Ｅメール ：info@jrcla.or.jp
協会HP ：http://www.jrcla.or.jp/

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
十
月
十
七
日
〜
二
十
三
日

を
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
と
し
て
、
医
薬
品
や
薬
剤

師
の
役
割
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
浸
透
さ
せ
る

目
的
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今

月
の
言
葉
「
育
薬
」
は
、
私
た
ち
の
立
場
か
ら
薬
を

正
し
く
理
解
す
る
う
え
で
ぜ
ひ
覚
え
て
お
き
た
い
言

葉
で
す
。

医
薬
品
は
発
売
さ
れ
る
ま
で
の
研
究
開
発
の
過
程

を
「
創
薬
」
と
い
い
ま
す
が
、「
育
薬
」
と
は
、
医

薬
品
の
市
販
後
も
継
続
し
て
患
者
が
使
用
し
た
結
果

を
医
師
や
研
究
者
が
調
査
し
な
が
ら
情
報
を
蓄
積

し
、
薬
を
よ
り
使
い
や
す
く
有
効
で
安
全
な
も
の
に

し
て
い
く
過
程
を
い
い
ま
す
。
薬
を
創
る
「
創
薬
」

に
対
し
て
、
薬
を
育
て
る
「
育
薬
」
と
い
う
わ
け
で

す
。新

薬
の
開
発
は
、
多
く
の
動
物
実
験
デ
ー
タ
を
も

と
に
必
要
な
試
験
を
通
過
し
た
「
く
す
り
の
候
補
」

（
＝
治
験
薬
）
に
つ
い
て
、
ヒ
ト
を
対
象
に
し
た
臨

床
試
験
（
治
験
）
で
テ
ス
ト
を
積
み
重
ね
、
そ
の
臨

床
デ
ー
タ
を
も
と
に
厚
生
労
働
省
に
申
請
し
、
専
門

家
に
よ
る
審
議
会
で
の
厳
し
い
審
査
を
受
け
、
最
終

承
認
へ
と
至
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
と
て
も
長
い
年
月

が
か
か
る
う
え
、
新
薬
開
発
が
最
終
的
に
承
認
さ
れ

る
確
率
は
約
二
万
分
の
一
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
も
何
段
階
も
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
開

発
さ
れ
た
新
薬
も
、
限
ら
れ
た
条
件
で
限
ら
れ
た
治

験
者
に
し
か
投
与
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
す
べ
て
の

人
に
有
効
か
ど
う
か
、
承
認
後
も
国
や
製
薬
会
社
、

医
療
関
係
者
は
リ
ス
ク
（
副
作
用
な
ど
）
の
研
究
を

し
て
「
育
薬
」
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
「
育
薬
」
は
、
薬

は
世
に
出
た
あ
と
も
研
究
が
必
要
で
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
、
薬
を
服
用
す
る
時
間
や
飲
む
量
を
き
ち
ん

と
守
り
、
万
が
一
何
か
あ
っ
た
と
き
は
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
も
の
で
す
。

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
に
向
け
て

あ
と
少
し
の
勇
気
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●

努
力
賞

も
う
何
年
も
前
か
ら
、
原
因
の
わ

か
ら
な
い
身
体
の
不
調
が
あ
り
ま
し

た
。
異
常
な
倦
怠
感
・
寒
気
・
む
く

み
…
…
。
当
時
、
私
は
毎
日
の
忙
し

さ
に
か
ま
け
、「
歳
の
せ
い
。
こ
ん

な
こ
と
ぐ
ら
い
で
情
け
な
い
」
と
、

家
事
や
仕
事
に
無
理
を
続
け
ま
し

た
。
当
然
、
体
調
は
悪
化
す
る
一
方

で
、
次
第
に
私
は
精
神
的
に
も
不
安

定
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

虫
垂
炎
で
緊
急
入
院
し
た
の
は
そ

ん
な
と
き
で
す
。
術
後
の
経
過
が
悪

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
を
重
ね
ま
し

た
。
家
に
残
し
て
き
た
子
供
た
ち
が

気
に
か
か
り
、「
検
査
な
ん
て
ど
う

で
も
い
い
か
ら
早
く
帰
し
て
」
と
自

暴
自
棄
に
も
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
や
が
て
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
、
よ
う
や
く
「
甲
状
腺
機
能
低

下
症
」
と
い
う
病
名
に
辿
り
着
く
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

内
分
泌
科
の
専
門
医
の
も
と
治
療

を
始
め
た
途
端
、
症
状
は
劇
的
に
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
完
治
の
叶

わ
ぬ
病
状
で
し
た
が
、
あ
の
重
苦
し

い
日
々
か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び
は
本

当
に
大
き
な
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
日
毎
、
あ
る
不
安
が
私

の
胸
に
膨
ら
み
ま
し
た
。
中
学
生
の

娘
の
健
康
が
心
配
で
な
ら
な
い
の
で

す
。
生
来
、
彼
女
は
華
奢
で
虚
弱
体

質
。
大
変
な
寒
が
り
で
、
つ
ま
り
私

の
症
状
と
共
通
点
が
多
い
気
が
し
ま

す
。私

は
担
当
医
師
に
相
談
し
ま
し

た
。
医
師
は
「
母
親
と
体
質
は
似
る

の
で
、
同
じ
病
気
の
可
能
性
は
十
分

あ
る
」
と
…
…
。

私
は
娘
に
責
任
を
感
じ
、
ひ
ど
く

落
胆
し
ま
し
た
。
あ
の
辛
い
経
験
を

彼
女
が
繰
り
返
す
こ
と
な
ど
、
私
に

は
と
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

か
ら
…
…
。
が
、
そ
れ
な
ら
な
お
さ

ら
一
刻
も
早
く
完
治
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
意
を
決

し
、「
大
丈
夫
。
何
も
心
配
し
な
く

て
い
い
の
。
た
だ
検
査
だ
け
は
受
け

よ
う
」
と
、
彼
女
に
切
り
出
し
ま
し

た
。診

断
に
は
血
液
検
査
が
必
要
で

す
。
採
血
の
折
、
私
は
腹
を
据
え
た

つ
も
り
で
も
、
注
射
嫌
い
な
娘
の
背

中
に
や
は
り
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
結
果
は
甲
状
腺

も
そ
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
も
正
常
と
い

う
も
の
で
し
た
。
私
の
全
身
か
ら
ヘ

ナ
ヘ
ナ
と
力
が
抜
け
、
思
わ
ず
涙
が

溢
れ
ま
し
た
。
娘
が
背
負
う
か
も
し

れ
な
い
重
荷
…
…
。
そ
れ
は
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
私
の
十
字
架
で
も
あ
り

ま
し
た
。

私
は
こ
う
し
て
二
度
、
検
査
に
救

わ
れ
ま
し
た
。
検
査
は
そ
の
結
果
を

思
え
ば
怖
い
も
の
で
す
。
も
し
か
し

た
ら
徒
労
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
あ
と
少

し
の
勇
気
で
も
っ
て
検
査
に
臨
む
。

そ
う
す
れ
ば
、
き
っ
と
新
し
い
道
が

開
け
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
少

な
く
と
も
袋
小
路
で
ひ
と
り
思
い
煩

う
よ
う
な
「
今
」
は
変
え
ら
れ
る
に

違
い
な
い
の
で
す
。

病
院
の
帰
路
、
ド
ー
ナ
ッ
ツ
店
に

寄
り
ま
し
た
。
い
た
ず
ら
に
覗
い
た

ド
ー
ナ
ッ
ツ
の
穴
の
向
こ
う
側
に
娘

の
弾
け
る
よ
う
な
笑
顔
が
あ
る

…
…
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が

こ
の
日
の
私
に
は
た
ま
ら
な
く
幸
せ

に
感
じ
ら
れ
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
午
後
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。

と
ん
が
り
帽
子
の　
　
　

伝
統
鍋
で「
健
康
」と　
　

「
豪
華
さ
」づ
く
り

ス
ペ
イ
ン
の
南
部
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
に
か

け
て
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
を
色
濃
く
残
す
料
理

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
モ
ロ
ッ
コ
や

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
伝
統
食
に
見
ら
れ
る
と
ん
が

り
帽
子
風
の
ふ
た
が
特
徴
的
な
鍋
（
タ
ジ
ン

鍋
）
を
使
っ
た
タ
ジ
ン
料
理
で
す
。

そ
も
そ
も
タ
ジ
ン
鍋
と
は
、
水
が
少
な
い

地
域
で
水
を
使
わ
ず
野
菜
や
羊
肉
を
料
理
す

る
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
。
一
般
的
な
タ

ジ
ン
鍋
の
ふ
た
に
は
穴
が
な
く
、
加
熱
さ
れ

た
水
蒸
気
が
と
ん
が
り
の
帽
子
の
ふ
た
の
内

部
を
循
環
し
て
、
食
材
を
効
率
的
に
蒸
し
焼

き
に
す
る
し
く
み
で
す
。
日
本
で
も
、
余
分

な
油
や
水
を
使
わ
ず
ヘ
ル
シ
ー
で
野
菜
本
来

の
味
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
注
目
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
タ
ジ
ン
料
理
の
人
気
の
秘
密

は
、
調
理
が
簡
単
な
の
に
鍋
ご
と
食
卓
に
出

し
て
も
豪
華
に
見
え
る
こ
と
。
そ
の
一
例
を

あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
タ
ジ
ン
鍋
は
使
用
す
る
前
に
三
十
分
ほ
ど

水
に
浸
し
て
よ
く
乾
か
し
て
お
く

◎
鍋
を
弱
火
に
か
け
、
少
量
の
オ
リ
ー
ブ
油

で
に
ん
に
く
、
し
ょ
う
が
の
み
じ
ん
切
り

を
炒
め
る

◎
ク
ミ
ン
な
ど
の
ハ
ー
ブ
や
塩
、
胡
椒
で
下

味
を
つ
け
た
骨
付
き
鶏
肉
を
鍋
に
並
べ
る

◎
鶏
肉
の
上
に
お
好
み
の
野
菜
を
盛
り
合
わ

せ
る
（
タ
マ
ネ
ギ
、
人
参
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
茸
類
な
ど
薄
切
り
し
た
も
の
）

◎
ふ
た
を
し
て
タ
マ
ネ
ギ
が
透
明
に
な
っ
た

ら
火
を
と
め
、
さ
ら
に
三
、
四
分
蒸
ら
す

鶏
肉
の
代
わ
り
に
豚
肉
や
タ
ラ
な
ど
淡
白

な
魚
を
使
う
、
根
菜
中
心
の
野
菜
だ
け
に
す

る
な
ど
、
趣
向
は
工
夫
し
だ
い
で
す
。

タ
ジ
ン
鍋
は
陶
製
、
土
鍋
が
一
般
的
で
す

が
、
電
子
レ
ン
ジ
用
や
Ｉ
Ｈ
対
応
型
な
ど
改

良
さ
れ
た
シ
リ
コ
ン
状
の
鍋
も
出
回
る
ほ
ど

の
人
気
商
品
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
制
限
を
し
た

い
方
、
野
菜
本
来
の
味
を
賞
味
し
て
健
康
づ

く
り
を
し
た
い
方
に
お
す
す
め
の
調
理
グ
ッ

ズ
で
す
。

写真一般公募

「わたしの一枚」

•宛 先•

One
Shot!

今
月
の
言
葉
110

育
薬

10月10日は目の愛護デー10月10日は目の愛護デー

タジン鍋の効用タジン鍋の効用
食材を蒸し焼きにするヘルシー料理！

表１　アイソザイムの異常と疾患の関係

ＬＤ１・ＬＤ２が高値 主に心臓や赤血球の障害が疑われる
心筋梗塞、溶血性貧血、悪性貧血など

ＬＤ２・ＬＤ３が高値 白血病や悪性リンパ腫、筋ジストロフィーなどの骨格筋の病気、
膠原病、肺梗塞など

ＬＤ２～５が高値 悪性腫瘍など

ＬＤ５が高値 主に急性肝炎などの肝臓の障害が疑われ、骨格筋の病気や悪性
腫瘍などでも上昇する
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検 査
と

診
療
に
役
立
つ
臨
床
検
査
を

目
指
し
日
々
研
鑽
！

「
さ
ら
に
、
医
師
や
看
護
師
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

関
し
て
、
迅
速
に
的
確
に
対
応
で
き
る
能
力
、
逆
に
検
査

側
か
ら
診
療
側
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
能
力
も
こ
れ
か
ら

は
必
須
と
思
っ
て
お
り
、
検
査
と
病
気
の
関
わ
り
、
検
査

の
特
長
、
盲
点
な
ど
の
知
識
習
得
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
検
査
を
実
施
し
、
患
者
さ
ん
の
生
命

が
危
険
な
値
（
パ
ニ
ッ
ク
値
）
で
あ
っ
た
場
合
、
急
い
で

医
師
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
話
で
報
告
し
ま
す
。

以
前
、
深
夜
に
電
話
報
告
し
て
、『
今
ご
ろ
、
何

だ
？
』
と
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
が
、
検
査
結
果
が
危
険

な
値
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
『
す
ぐ
に
処
置
す
る
。

知
ら
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
』
と
言
っ
て
も
ら
え
、

医
師
と
連
携
が
と
れ
、
患
者
さ
ん
の
役
に
立
っ
た
こ
と
が

実
感
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

日
々
研
鑽
！

新
し
い
知
識
、
技
術
を
習
得
し
、
検
査

を
通
じ
て
患
者
さ
ん
の
診
療
に
さ
ら
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
」

最
後
に
、
検
査
を
受
け
る
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。

「
臨
床
検
査
は
、
体
の
中
の
健
康
状
態
を
数
値
や
波
形
と

し
て
表
す
も
の
で
す
。
半
年
あ
る
い
は
一
年
に
一
度
、
検

査
を
受
け
健
康
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
検
査
従
事
者
は
、
学
校
で
専
門
教
育
を
受
け
、

現
場
で
実
践
的
な
経
験
を
積
ん
で
、
正
確
な
検
査
結
果
を

お
届
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
」

和田　哲さん　　日衛協　近畿支部

父
の
入
院
が
き
っ
か
け
で

こ
の
道
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た

和
田
哲
さ
ん
は
臨
床
検
査
の
道
に
進
ん
だ
き
っ
か
け
を

こ
う
説
明
し
ま
す
。

「
小
学
生
の
こ
ろ
、
父
が
肝
炎
で
入
院
し
た
と
き
に
、
医

師
が
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
検
査
結
果
を
気
に
さ
れ
て
い
る

姿
を
見
て
、
子
供
心
に
あ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
三
文
字
は

何
か
、
肝
炎
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
と
検
査
に
興
味

を
抱
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
看
護
師
に
な
っ
た
姉
に
臨
床

検
査
技
師
を
す
す
め
ら
れ
た
の
で
す
」

社
名
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
と
は
、
ラ
テ
ン
語
の
「
隼
」
に
由
来

し
ま
す
。
和
田
さ
ん
の
担
当
は
、
と
く
に
緊
急
検
査
に
取

り
組
む
、
ま
さ
に
ハ
ヤ
ブ
サ
を
象
徴
す
る
部
署
で
す
。

「
緊
急
検
査
は
、
速
く
・
正
確
な
検
査
結
果
を
診
療
現
場

に
報
告
す
る
こ
と
が
使
命
で
す
。
血
液
や
尿
と
い
う
多
く

の
物
質
を
含
む
検
体
か
ら
、
あ
る
一
つ
の
物
質
だ
け
を
精

度
よ
く
正
確
に
測
定
す
る
の
は
本
来
難
し
い
こ
と
で
あ

り
、
検
査
機
器
、
試
薬
、
検
体
な
ど
が
万
全
な
状
態
で
あ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
万
全
な
状
態
で
あ
っ
て
も

検
査
結
果
の
中
に
は
、
治
療
に
用
い
ら
れ
た
薬
剤
や
病
気

由
来
の
物
質
に
よ
っ
て
本
来
の
値
か
ら
外
れ
た
異
常
値
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
査
従
事
者
は
こ
れ
ら

を
把
握
し
、
異
常
を
早
く
発
見
で
き
る
洞
察
力
と
そ
の
対

応
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」

通
常
、
夜
間
分
析
し
て
翌
朝
に
結
果
を
報
告
す
る
こ
と

が
多
い
な
か
、
緊
急
検
査
は
個
々
に
対
応
し
て
一
時
間
ほ

ど
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
和
田
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

食
事
の
差
に
よ
る
発
が
ん
リ
ス
ク
の
差
を
見
極
め
る
の

は
な
か
な
か
難
し
く
、
よ
ほ
ど
食
事
内
容
に
幅
の
あ
る
集

団
で
大
勢
を
調
査
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
日

本
人
の
研
究
で
は
、
が
ん
リ
ス
ク
が
出
に
く
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
わ
け
は
、
日
本
人
の
食
生
活
に
ば
ら
つ
き

が
少
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
和
食
を
中
心
と
し
た

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
日
本
人
の
食
生
活
は
健
康
上
望
ま
し

く
、
多
く
の
人
が
こ
の
よ
う
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
る
た

め
に
、
明
確
な
効
果
と
し
て
は
見
え
に
く
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
研
究
デ
ー
タ
の
も
と
に
な
る
食
事
調
査
も
難
し

い
の
で
す
。
大
規
模
な
食
事
調
査
は
、
毎
日
の
実
際
の
食

事
内
容
を
す
べ
て
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
な

り
大
雑
把
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
と
く
に
栄

養
素
レ
ベ
ル
を
検
出
す
る
よ
う
な
緻
密
な
研
究
結
果
は
、

ま
だ
あ
ま
り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
限
界
が
あ

る
た
め
に
、
食
品
・
栄
養
素
に
つ
い
て
は
少
し
過
小
評
価

に
偏
っ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
食
事
に
よ
る
差
が
あ
る
と
し
て
も
、
代
謝
に
関

わ
る
遺
伝
的
要
素
な
ど
、
体
質
の
影
響
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
微
妙
な
差
の
見
極
め
を
目
指
し
て
、

質
の
高
い
大
規
模
長
期
追
跡
調
査
か
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の

さ
ら
な
る
蓄
積
、
複
数
の
研
究
結
果
を
た
し
合
わ
せ
た
メ

タ
解
析
、
栄
養
素
摂
取
量
を
精
度
よ
く
測
定
で
き
る
バ
イ

オ
マ
ー
カ
ー
の
探
索
な
ど
の
研
究
が
、
今
後
も
目
指
す
べ

き
方
向
性
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
栄
養
素
と
が
ん
が
ど
の
よ
う
に
関

連
す
る
の
か
を
見
極
め
る
に
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
年
月
が

か
か
り
そ
う
で
す
。
現
状
で
は
、
が
ん
を
予
防
で
き
る
単

一
の
食
品
や
栄
養
素
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
摂
り
す

ぎ
る
と
が
ん
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
食
品
中

の
成
分
や
調
理
、
保
存
過
程
で
生
成
さ
れ
る
化
学
物
質
が

あ
り
ま
す
。
確
か
な
こ
と
が
わ
か
る
ま
で
は
、
一
時
の
情

報
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
た
く
さ

ん
の
種
類
の
野
菜
、
果
物
を
広
く
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

■出身地　和歌山県有田市
■出身校　神戸大学医学部保健学科
■会社名　株式会社ファルコバイオシステムズ
■入社年月　2008年４月
■所属　総合研究所　検査一課　緊急検査
■趣味　パソコン、バイクいじり

Profile

病
気
を
遠
ざ
け
る
暮
ら
し
の
知
恵
⑪

平成医新

食
習
慣
と
が
ん

人
は
、
自
分
の
食
習
慣
が
他
人
と
ど
れ
く
ら
い
違
う
か

と
い
う
こ
と
に
、
意
外
と
気
づ
き
に
く
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
で
こ
そ
テ
レ
ビ
な
ど
で
各
地
の
食
卓
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
同
じ
日
本
人
な
の
に
、
別
の
地

域
で
の
食
習
慣
に
は
新
し
い
発
見
が
多
い
も
の
で
す
。
地

域
に
よ
る
食
習
慣
や
味
付
け
の
差
は
国
内
で
も
か
な
り
大

き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

世
界
で
行
わ
れ
た
多
く
の
研
究
を
ま
と
め
た
結
果
、
食

事
の
偏
り
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
部
位
の
が
ん
に
な
り

や
す
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
は
塩
分
・
高
塩
分
食
品
の
摂
取
が
多
い
場
合
、

口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
、
食
道
、
胃
、
肺
な
ど
の
が
ん
は
野

菜
・
果
物
不
足
の
場
合
、
大
腸
が
ん
は
加
工
肉
・
赤
肉
の

摂
取
が
多
い
場
合
、
口
腔
、
咽
頭
、
食
道
が
ん
は
熱
い
飲

食
物
の
摂
取
が
多
い
場
合
で
す
。

日
本
食
は
食
塩
を
多
く
摂
取
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

国
際
基
準
で
は
、
一
日
の
食
塩
摂
取
量
は
五
グ
ラ
ム
未
満

で
す
が
、
二
〇
〇
九
年
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
よ
れ

ば
、
日
本
人
（
二
十
歳
以
上
）
が
一
日
に
摂
取
す
る
食
塩

の
平
均
は
一
〇
・
七
グ
ラ
ム
と
基
準
の
倍
以
上
で
す
。
食

塩
、
塩
蔵
食
品
の
摂
取
は
最
小
限
に
抑
え
、
野
菜
や
果
物

の
不
足
に
注
意
し
、
偏
ら
な
い
食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

具
体
的
に
は
、
食
塩
は
一
日
当
た
り
男
性
九
グ
ラ
ム
、

女
性
七
・
五
グ
ラ
ム
未
満
に
、
加
工
肉
は
な
る
べ
く
避

け
、
赤
肉
は
一
週
間
に
五
〇
〇
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
よ
う

に
、
野
菜
と
果
物
は
一
日
四
〇
〇
グ
ラ
ム
程
度
を
摂
る
こ

と
が
目
標
と
な
り
ま
す
。

独立行政法人国立がん研究センター
予防研究部長

津金昌一郎

日本臨床検査専門医会

水島　孝明

“よく受ける検査”の意味
●ALPとLAPってローマ字を並べ替え
れば同じ3文字の頭文字ですね。よく
お医者さんから説明を受ける検査結果
の紙に書いてありますが、いったい何
が違うのでしょうか？
ALPはAlkaline Phosphatase（ ア ル カ リ

フォスファターゼ）という酵素の下線部分をと
って略号としています。「アルカリ」は予想通り
pHの酸・アルカリからきており、アルカリ性
の条件下で酵素活性を持つために付けられてい
ます。肝臓や腎臓、小腸、胆嚢、胆管、胎盤、
骨といった全身の幅広い臓器に含まれています。

LAPはLeucine Aminopeptidase（ロイシ
ンアミノペプチダーゼ）という酵素の下線部分
の頭文字の略号です。この酵素はペプチドのア
ミノ酸を１つずつ遊離する作用があります。や
はり腎臓、小腸、胆管、膵臓などの多くの臓器
に含まれています。

●どちらも同じ「酵素」で似た者同士の
ようですが、血液検査のとき、両方同
時に測定されていることがあります。
なぜでしょうか？
ALPとLAPは腎臓、小腸、胆管など、多く

の臓器で両方の酵素が存在し、略号もよく似て
いるので混同されることもありますが、いくつ
か違いがあります。たとえばアイソザイム。ア
イソザイムとは、酵素としての活性がほぼ同じ
でありながら、タンパク質分子としては別種で

ある（アミノ酸配列が異なる）酵素のことで、
ALPには1型から6型まで知られていますが、
LAPには1型から3型までのアイソザイムが存
在します。

ALP1と2は主に肝臓や胆管に存在し、肝炎
や胆石症などで増加してきます。ALP3は主に
骨に存在し、骨折や骨成長などで増加します。
ALP4は主に胎盤に存在し、妊娠とともに増加
してきます。ALP5は主に小腸に存在し脂肪食
後などに増加してきます。ALP6は免疫グロブ
リンと結合しているもの。さらに肝臓癌から合
成されるALP -Ⅰもあります。

一方LAPは1から3までが知られています
が、通常はほとんどが1型で、胆石などがある
ときに2型や3型が増加してきます。

またALPは年齢により参考とする基準値が異
なるほか、一般的に男性が女性より10 〜 20
％ほど高くなりますが、LAPには年齢や性別に
よる差があまりありません。

ALPには現在Bessey-Lowry法とKind-Kin
法の2種類が知られており2種類の基準値が存
在しますが、LAPは合成基質であるL-leucy-p-
nitroanilideが使われ、基準値は1種類です。
そのため、ほかの施設で実施した血液検査結果
を判断する際には、ALPは測定方法を確認して
おく必要があります。

このように似た者同士と思われがちなALPと
LAPですが、それぞれの特徴を理解して血液検
査を行うときに組み合わせて利用されているの
です。

専 門 医 が 教 え る
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One
Shot! 11月は「子宮頸がん月間」

平
成
二
十
二
年
度
　
第
十
一
回
　
一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ
　

「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」
入
賞
作
品
の
紹
介

わ
が
子
の
映
像
に
励
ま
さ
れ
て

�

髙
橋
　
育
恵
（
五
十
五
歳
／
北
海
道
）

⃝

努
力
賞

「
赤
ち
ゃ
ん
、
い
ま
す
よ
！
」

カ
ー
テ
ン
越
し
に
聞
こ
え
る
医
師
の
声
に
私
は
耳
を
疑
っ

た
。
十
代
か
ら
婦
人
科
に
通
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
を
続
け

て
い
た
が
、
結
婚
を
考
え
始
め
た
二
十
代
半
ば
に
は
妊
娠
は

難
し
い
と
宣
告
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

以
来
十
数
年
、
私
は
子
供
の
こ
と
な
ど
諦
め
、
仕
事
一
筋

に
生
き
て
お
り
、
生
理
が
遅
れ
て
い
る
の
は
悪
い
病
気
に
違

い
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

医
師
は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
超
音
波
検
査
を

始
め
た
。

「
ま
だ
小
さ
く
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
こ
こ
、
こ
こ
に
ち
ゃ
ん
と
い
ま
す
か
ら
ね
」

医
師
が
手
渡
し
て
く
れ
た
小
さ
な
黒
い
写
真
は
、
白
い
＋

印
二
つ
で
、
す
で
に
八
セ
ン
チ
に
も
成
長
し
て
い
る
新
し
い

生
命
の
存
在
を
示
し
て
い
た
。

孫
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
両
親
は
、
ひ
と
し
お
歓
喜
の
声

を
あ
げ
た
後
、
私
の
体
力
や
孫
の
障
害
の
有
無
に
つ
い
て
心

配
の
言
葉
を
並
べ
た
て
た
。
医
学
は
年
々
進
歩
し
て
お
り
、

妊
婦
の
努
力
に
よ
っ
て
流
産
も
難
産
も
防
げ
る
と
説
明
し
た

も
の
の
、
リ
ス
ク
の
多
い
高
齢
出
産
と
い
う
現
実
は
私
の
心

を
重
く
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
私
を
日
に
日
に
元
気
づ
け
て
く
れ
た
の

が
、
だ
れ
で
あ
ろ
う
超
音
波
検
査
の
画
面
で
成
長
し
続
け
る

わ
が
子
の
姿
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
二
週
間
に
一
度
だ
け
対
面

す
る
わ
が
子
は
、
会
う
ご
と
に
一
セ
ン
チ
、
二
セ
ン
チ
と
確

実
に
成
長
し
て
お
り
、
私
は
ア
ル
バ
ム
を
購
入
す
る
と
、
検

査
の
写
真
を
貼
っ
て
は
感
謝
と
祈
り
の
言
葉
を
書
き
添
え
て

い
た
。

や
が
て
、
画
面
の
中
の
わ
が
子
は
指
し
ゃ
ぶ
り
を
始
め
、

五
体
満
足
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
両
足
を
交
互
に
動
か
し
た

り
、
じ
っ
と
横
向
き
に
な
っ
て
い
た
か
と
思
う
と
突
然
正
面

を
向
い
て
、
覗
き
に
き
た
祖
父
母
の
目
に
涙
を
浮
か
ば
さ
せ

て
い
た
。

私
は
、
医
師
か
ら
の
注
意
事
項
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
毎

日
仕
事
場
と
自
宅
の
床
を
拭
き
掃
除
し
た
り
、
つ
ら
い
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
も
挑
戦
し
た
。
高
血
圧
や
肥
満
な
ど
自
分
や
子
供

に
不
利
に
な
る
こ
と
を
予
防
で
き
た
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
お

腹
に
い
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
感
覚
で
は
な
く
、
現
実
的
な

成
長
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
お
陰
だ
ろ
う
。

私
に
は
、
自
分
一
人
が
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
思
い
は
な

く
、
常
に
わ
が
子
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
晴
れ
の
日
を
迎

え
る
努
力
を
し
て
い
る
と
い
う
喜
び
と
、
親
と
し
て
の
責
任

感
が
生
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

平
成
六
年
七
月
。
私
は
四
十
歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
し

て
、
元
気
な
男
の
赤
ち
ゃ
ん
を
胸
に
抱
く
光
栄
を
得
た
。
頭

が
大
き
す
ぎ
て
、
結
果
的
に
は
帝
王
切
開
と
な
っ
た
が
、
ま

さ
に
五
体
満
足
、
な
ん
の
障
害
も
な
く
、
す
く
す
く
と
育
っ

て
く
れ
た
。

こ
の
夏
、
息
子
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
の
上
に
は
十
六
本

も
の
蝋
燭
が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
父
親
を
追
い
抜
く
ほ
ど
背

が
伸
び
、
う
っ
す
ら
と
髭
も
生
え
て
き
た
息
子
に
、
私
は
あ

の
ア
ル
バ
ム
を
見
せ
、
初
め
て
白
い
＋
印
を
見
た
と
き
の
感

動
や
、
そ
の
後
、
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
姿
に
ど
れ
ほ
ど

励
ま
さ
れ
、
大
人
た
ち
全
員
が
幸
せ
な
思
い
を
し
て
き
た
こ

と
を
、
口
酸
っ
ぱ
く
語
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ALP､LAP
の検査について

ラボ通信

（財）医療関連サービス振興会主催の『月例セミナー』が、下記の日程で行われます。
●11月開催
・日　時／平成23年11月９日（水）　午後３時～午後５時
・会　場／（財）がん研究振興財団 国際研究交流会館３階　
　　　　　中央区築地５-１-１（国立がん研究センター内）
・テーマ／『改正介護保険法と動き出すサービス付き高齢者住宅』
・講　師／清原　晃氏（株式会社エヌ・ビー・ラボ 代表取締役）
・参加費／無料
・申込締切／平成23年11月４日（金）
●12月開催
・日　時／平成23年12月13日（火）　午後３時～午後５時
・会　場／ベルサール九段　３階　千代田区九段北１-８-10　住友不動産九段ビル
・テーマ／『クレームの見極めと具体的な対応方法』
・講　師／援川　聡氏（株式会社エンゴシステム 代表取締役）
・参加費／無料
・申込締切／平成23年12月９日（金）
●問合せ先／（財）医療関連サービス振興会　千代田区九段北１-11-11
　　　　　　第２フナトビル３Ｆ　Tel：03-3238-1863　Fax：03-3238-1865

月例セミナーのご案内

食道

胃

十二指腸

小腸

膵臓

胆嚢

肝臓
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第3種郵便物認可  平成23年12月1日
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第3種郵便物認可  平成23年12月1日

近
年
の
医
療
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
て
斯

界
の
権
威
が
臨
床
検
査
と
衛
生
検
査
所
の
今
後

の
在
り
方
を
闊
達
に
語
り
合
う
医
療
フ
ォ
ー
ラ

ム
21
。

去
る
十
一
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
今
年
度

の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
。「
臨
床
検
査
の
標
準
化
に
向

け
た
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
議
論
の
な

か
か
ら
標
準
化
の
現
状
と
課
題
と
将
来
像
が
示

さ
れ
ま
し
た
。 γ-GT

 の検査について

日本臨床検査専門医会

木村　孝穂

“よく受ける検査”の意味

●γ-GTってなんですか？
健康診断で血液検査を受けるとよく目にす
る検査項目γ-GT（γ-GTP）は、ガンマグ
ルタミルトランスペプチダーゼという酵素で
す。肝臓、腸、腎臓、膵臓にγ分布していま
すが、異常値（高値）を示す場合は肝臓が障
害されていることがほとんどです。AST
（GOT）、ALT（GPT）などと３点セッ トで、
肝臓や胆のうの検査として測定しています。

●γ-GTはどんな病気で高値になるので
しょうか？
血糖値やコレステロール高値でがっかりし
ている人をよく見かけますが、γ-GT高値を
気にかけている人はあまり見かけません。で
は、γ-GT高値でも大丈夫なのでしょうか？
表１をご覧ください。ウイルス性肝炎、ア
ルコール過剰摂取、栄養過多、癌など、肝臓
や胆のうに関するほとんどの病気で、γ-GT
高値となることがおわかりになるかと思いま
す。他の原因としては、薬の内服（てんかん
やけいれんを抑える薬、尿酸値を低下させる

薬など）、糖尿病や心筋梗塞でもγ-GT高値
になることがあります。最近は、メタボリッ
クシンドロームでγ-GT高値となることも増
えています。健康診断などでγ-GT高値を指
摘される場合、アルコール性肝障害や脂肪肝
などの場合が多いですが、癌など命にかかわ
る病気が隠れている場合もありますので注意
が必要です。

●新しい話題
最近、脂肪肝の一部で非アルコール性脂肪
肝炎というものが増加しています。これまで
脂肪肝は栄養過多が原因のことが多く、注意
を要する病気ではないと考えられていまし
た。しかし、アルコール摂取が少なく、特別
な肝臓の病気がないにも関わらず脂肪肝にな
っているものの一部に、肝硬変や肝臓癌にな
るものがあり、非アルコール性脂肪肝炎
（NASH）と言われています。
NASHはメタボリックシンドロームとも
関連がある病気です。ダイエットや生活習慣
の改善を行っても脂肪肝がよくならない場合
は要注意です。

●γ-GT高値を指摘されたらどうしたら
よいでしょうか？
γ-GT高値だけでは自覚症状が乏しく、医
療機関で精密検査を受けることにつながらな
いことが多いようです。残念ながら自覚症
状、診察、血液検査だけではγ-GT高値の原
因をつきとめることはできません。癌など命
にかかわる病気が隠れていることもあります
ので、γ-GT高値を指摘された場合は、必ず
医療機関で腹部超音波検査などの精密検査を
受けるようにしてください。

専 門 医 が 教 え る
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息
子
は
三
十
七
歳
。
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
タ
バ

コ
を
吸
う
男
の
か
っ
こ
よ
さ
に
憧
れ
、
タ
バ
コ
に
と
り
つ
か

れ
た
と
か
。

タ
バ
コ
が
健
康
に
よ
く
な
い
の
は
世
の
常
識
と
な
っ
て
久

し
い
。
毎
朝
、
息
子
の
部
屋
へ
掃
除
に
入
り
、
タ
バ
コ
の
吸

殻
で
一
杯
の
灰
皿
を
見
て
胸
を
傷
め
る
。
息
子
の
身
体
を
気

遣
い
、

「
タ
バ
コ
や
め
て
」
と
言
い
続
け
て
き
た
。
だ
が
、

「
僕
は
酒
を
飲
ま
へ
ん
。
パ
チ
ン
コ
も
せ
え
へ
ん
。
タ
バ
コ

ぐ
ら
い
い
い
や
ろ
」
と
耳
を
貸
さ
な
い
。

「
お
母
さ
ん
の
全
財
産
あ
げ
る
し
…
…
」
と
付
け
加
え
て

も
、
返
事
は
同
じ
だ
。

数
年
前
、
息
子
の
尊
敬
す
る
知
人
が
肺
癌
で
亡
く
な
っ

た
。

「
早
期
発
見
で
き
て
い
た
ら
、
絶
対
助
か
っ
て
い
た
の
に
な

あ
…
…
」
と
息
子
は
彼
の
若
す
ぎ
る
死
を
と
て
も
悔
し
が
っ

た
。
そ
の
後
、
暫
く
し
て
息
子
が
、

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
が
い
い
ら
し
い
で
…
…
」
と
、
私
と
夫
に
す

す
め
た
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
は
放
射
線
を
放
つ
よ
う
に
し
た
類
似
ブ
ド
ウ

糖
（
Ｆ
Ｄ
Ｇ
）
を
静
脈
へ
注
射
し
、
撮
影
す
る
。
こ
の
Ｆ
Ｄ

Ｇ
が
悪
性
腫
瘍
に
多
く
集
ま
る
特
性
を
利
用
し
た
検
査
方
法

で
あ
る
。
癌
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
の
だ
。
親
が
子
ど
も
の

健
康
を
願
う
の
は
当
然
だ
。
同
時
に
子
も
両
親
の
身
体
を
気

遣
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

タ
バ
コ
を
吸
う
息
子
の
身
体
が
心
配
な
上
、
夫
も
大
病
を

患
っ
て
い
る
。
三
人
揃
っ
て
の
検
診
を
提
案
し
、
四
年
前
か

ら
、
私
た
ち
は
年
一
度
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
を
受
け
て
い
る
。
費
用

は
掛
か
る
が
、
家
族
旅
行
し
た
と
考
え
れ
ば
高
く
は
な
い
。

夫
や
息
子
の
健
康
へ
の
不
安
は
、
歳
を
重
ね
る
と
、
大
き

な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
、
私
の
身
体
を
蝕
む
。
検
診
後
半
年

は
二
人
の
病
気
へ
の
心
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
ス
ト
レ
ス
な

し
で
過
ご
せ
る
心
地
よ
さ
は
家
族
旅
行
よ
り
勝
っ
て
い
る
。

こ
の
安
ら
ぎ
が
二
人
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

検
診
と
い
え
ば
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苦
い
経

験
が
あ
る
。
母
が
亡
く
な
る
一
カ
月
前
の
こ
と
だ
。
母
は
私

に
深
刻
な
顔
を
し
て
切
り
出
し
た
。

「
恭
子
の
こ
と
を
頼
み
た
い
の
。
あ
の
子
呑
気
だ
か
ら
毎
年

健
康
診
断
に
行
く
よ
う
に
言
っ
て
や
っ
て
」

恭
子
は
私
の
妹
で
、
母
の
末
っ
子
で
あ
る
。

「
お
母
さ
ん
か
ら
の
遺
言
よ
。
毎
年
、
必
ず
健
康
診
断
に
行

っ
て
ね
」
と
確
か
に
妹
に
伝
え
た
。
だ
が
、
母
が
亡
く
な
っ

て
一
年
後
、
妹
は
脳
溢
血
で
倒
れ
、
回
復
し
た
も
の
の
右
半

身
が
不
自
由
だ
。
私
は
妹
に
会
う
た
び
、
す
ぐ
に
検
診
に
連

れ
て
行
か
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
る
の
だ
。
母
と
の
約
束
を

守
れ
な
か
っ
た
不
甲
斐
な
さ
が
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
。

振
り
返
れ
ば
、
母
の
予
感
は
い
つ
も
ピ
タ
リ
と
当
た
っ
た

な
と
思
う
。
母
の
妹
へ
の
思
い
と
私
の
息
子
へ
の
気
が
か
り

が
重
複
し
て
怖
い
の
だ
。

病
気
に
な
ら
な
い
の
が
何
よ
り
い
い
。
で
も
、
私
た
ち

は
、
汚
染
さ
れ
た
大
気
の
中
、
添
加
物
の
多
い
食
料
を
食
べ

て
生
き
て
い
る
。
加
え
て
、
せ
わ
し
い
世
の
中
だ
。
ス
ト
レ

ス
を
避
け
て
は
生
き
ら
れ
な
い
。

病
気
に
か
か
ら
な
い
の
が
不
思
議
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

な
ら
元
気
で
生
き
る
た
め
毎
年
検
診
に
行
き
、
病
気
の
早
期

発
見
に
努
め
よ
う
。
悪
い
と
こ
ろ
を
早
く
見
つ
け
、
す
ぐ
に

治
療
す
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
。

平
成
二
十
二
年
度　

第
十
一
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」

入
賞
作
品
の
紹
介

●

努
力
賞

ラボ通信

検
査
結
果
へ
の
国
民
の
関
心
が

高
ま
る
な
か
「
臨
床
検
査
の
標
準
化
」

へ
の
道
筋
を
論
点
に

い
ま
や
国
民
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
臨
床
検

査
。
と
り
わ
け
血
液
検
査
を
は
じ
め
と
す
る
検
体
検

査
は
、
受
け
る
機
会
の
多
い
身
近
な
検
査
。
健
康
志

向
の
昨
今
で
は
「
検
査
結
果
」
が
自
分
や
家
族
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、

同
じ
人
が
同
じ
健
康
状
態
で
同
じ
検
査
を
受
け
た
場

合
、
ど
こ
で
受
け
て
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
は

ず
。
し
か
し
現
状
で
は
、
例
え
ば
、
検
査
手
法
が
同

じ
で
な
か
っ
た
り
使
わ
れ
る
検
査
機
器
や
検
査
試
薬

等
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
「
検
査
結
果
」
が
同
じ
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
健
康
管
理
の
目
安
に
す

る
検
査
項
目
毎
の
基
準
値
も
現
時
点
で
は
一
律
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
す
る
こ

と
で
本
来
の
在
り
方
に
近
づ
け
て
い
こ
う
と
い
う
の

が
「
標
準
化
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
。
医
療
機
関
を
は

じ
め
検
査
の
実
施
施
設
な
ど
国
民
に
医
療
を
提
供
す

る
す
べ
て
の
関
係
機
関
に
共
通
す
る
大
き
な
テ
ー
マ

で
す
。

今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
そ
う
し
た
「
臨
床

検
査
の
標
準
化
」
の
重
要
性
を
前
提
に
医
療
行
政
、

標
準
化
の
専
門
機
関
、
医
療
界
、
臨
床
検
査
関
連
団

体
な
ど
、
多
彩
な
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
一
堂
に
会
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
標
準
化
に
向
け
て
の
取

り
組
み
の
現
状
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
検
査
手
法

や
基
準
値
・
基
準
範
囲
、
検
査
結
果
の
単
位
表
記
と

い
っ
た
検
査
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
標
準
化
を
図

る
う
え
で
の
課
題
、
さ
ら
に
は
今
後
の
在
り
方
や
方

向
性
に
つ
い
て
も
具
体
性
の
あ
る
建
設
的
な
見
解
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
日
衛
協
で
は
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
出
席
各
氏

の
発
言
要
旨
を
ま
と
め
た
冊
子
を
制
作
予
定
で
す
。

One
Shot!「歳末たすけあい運動」「歳末たすけあい運動」

12月は12月は ス
ト
レ
ス
解
消
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「臨床検査の標準化」をテーマに多彩なシンポジストを迎えて開催された今年度の
医療フォーラム21

日衛協トピックス ❶

平
成
二
十
三
年
度
「
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
」

●
出
席
者

座
長

　

日
本
臨
床
検
査
専
門
医
会 

会
長　

渡
辺
清
明
氏

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　

厚
生
労
働
省
医
政
局
指
導
課 

医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

室
長
補
佐　

小
松
和
典
氏

　

日
本
臨
床
検
査
標
準
協
議
会 

会
長　

濱
崎
直
孝
氏

　

日
本
臨
床
検
査
医
学
会 

理
事
長　

宮
澤
幸
久
氏

　

日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会 

標
準
化
委
員　

篠
原
克
幸
氏

　

日
本
臨
床
検
査
薬
協
会 

常
務
理
事　

小
出
博
文
氏

　

日
本
衛
生
検
査
所
協
会 

理
事　

佐
守
友
博
氏

●
進
行

　

日
本
衛
生
検
査
所
協
会 

専
務
理
事　

箕
輪
正
和
氏

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム  

2121

テ
ー
マ
は「
臨
床
検
査
の
標
準
化
へ
の
取
り
組
み
」

テ
ー
マ
は「
臨
床
検
査
の
標
準
化
へ
の
取
り
組
み
」

測定値 原因となる病気

軽度上昇

急性および慢性肝炎（A型、
B型、C型肝炎ウイルスな
どによる）、アルコール性肝
障害、脂肪肝、薬物性肝障
害

中等度上昇

アルコール性肝障害、肝膿
瘍、薬物性肝機能障害、原
発性胆汁性肝硬変、胆道閉
塞＊、肝細胞癌、転移性肝癌

高度上昇 アルコール性肝炎、胆道閉
塞＊

＊胆道閉塞は胆石などの病気だけでなく胆のう
  癌、膵臓癌などの悪性疾患でも起こります。

表１　γ-GT 高値となる病気

γ-GT（γ-GTP) 高値となる病気

肝炎ウイルスによる
急性肝炎、慢性肝炎

A型
B型

C型

アルコール過剰
摂取による

アルコール性肝障害、
アルコール性肝炎

肝硬変、肝細胞癌、
転移性肝癌

薬剤性肝障害

その他
・ 糖尿病
・ メタボリック
　シンドローム
・ 肝膿瘍
・ 胆道閉塞
　胆道閉塞は胆石の他、
　胆のう癌、膵臓癌
　でも起こります。

栄養過多等
による脂肪肝
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暮 ら し
と 健 康

One
Shot!

芥
川
龍
之
介
の
著
作
に
「
杜
子
春
」
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
唐
の
洛
陽
の
若

者
が
仙
人
か
ら
両
親
の
愛
の
尊
さ
を
教
え
ら
れ
る
と
い
う
メ
ル
ヘ
ン
で
あ
る
が
、

幼
い
と
き
に
読
ん
だ
と
き
に
は
何
も
感
じ
な
か
っ
た
の
に
、
久
し
ぶ
り
に
こ
の
本

を
読
み
返
し
て
、
主
人
公
が
修
行
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
、
苦
し
む
両
親
を
見
て
禁

を
破
っ
て
叫
ん
だ
と
き
、
私
は
感
動
で
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
私
が
父
親
を
肺
癌
で
亡
く
し
た
と
き
、
父
に
〝
感
謝

の
言
葉
〞
を
言
え
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
私
の
仕
事

は
「
細
胞
検
査
士
」
と
い
う
癌
細
胞
を
発
見
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
臨
床
検
査
の
中
で
も
、
こ
の
〝
細
胞
診
〞
と
い
う
検
査
は
特
殊
な
分
野

で
あ
り
、
医
療
関
係
者
以
外
で
は
知
ら
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の

診
断
結
果
が
人
生
を
左
右
す
る
力
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
改
め
て
思
い
知

っ
た
。
そ
し
て
日
頃
か
ら
「
癌
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
怖
い
病
気
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
自
分
を
恥
ず
か
し
く
も
感
じ
た
。
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
父
の
肺
癌
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
私
に
は
で
き
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
結
核
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
父
の
細
胞
診
の
結
果
が

〝
肺
癌
〞
と
聞
い
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
高
を
く
く
っ
て
い
た
が
、
実

際
に
顕
微
鏡
で
そ
の
細
胞
像
を
見
た
と
き
、
私
は
殴
ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け

た
。
そ
の
細
胞
は
、
明
ら
か
に
〝
悪
性
〞
で
あ
り
〝
低
分
化
扁
平
上
皮
癌
〞
に
間

違
い
な
か
っ
た
。
父
は
、
そ
の
ま
ま
田
舎
の
病
院
に
入
院
し
た
。

私
は
、
父
の
介
護
で
疲
れ
果
て
て
い
た
母
と
交
代
す
る
た
め
に
、
三
日
間
の
休

暇
を
も
ら
っ
て
父
が
入
院
し
て
い
る
病
院
に
泊
り
込
ん
だ
。
そ
の
と
き
父
が
「
人

は
、
な
ぜ
癌
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
私
に
聞
い
た
。
私
は
「
人
は
誰
も
が
癌

に
な
る
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
煙
草
な
ど
の
発
癌
物
質
で
刺
激
さ
れ

て
、
細
胞
増
殖
を
制
御
で
き
な
く
な
っ
た
状
態
が
癌
だ
」
と
い
う
意
味
の
説
明
を

し
た
。
だ
け
ど
、
父
は
そ
ん
な
医
学
的
な
説
明
で
は
な
く
、
心
理
的
な
〝
癒
し
〞

を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
直
し
「
神
様
か
ら
見
た
ら
人
間
が
生
き
て

い
ら
れ
る
時
間
な
ん
て
、
ほ
ん
の
短
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
命
の
儚
さ
と

大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
癌
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
言
っ

た
。
父
は
、
私
の
言
葉
を
じ
っ
と
聞
い
て
い
た
が
、「
諸
行
無
常
、
そ
し
て
愛
別

離
苦
か
、
お
ま
え
も
大
人
に
な
っ
た
な
」
と
ポ
ツ
ン
と
言
っ
た
。

昔
か
ら
、
頑
固
だ
が
頭
の
よ
い
父
が
大
好
き
だ
っ
た
子
供
の
頃
が
、
急
に
頭
に

浮
か
ん
で
き
て
、
私
は
涙
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
そ
し
て
「
ご
め
ん
、
父
さ
ん
の

癌
を
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
！
」
と
、
そ
う
言
う
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

「
俺
が
肺
癌
に
な
っ
た
の
は
、
煙
草
よ
り
生
命
を
大
切
に
し
ろ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
か
も
し
れ
ん
な
。
で
も
そ
の
お
か
げ
で
、
こ
う
し
て
お
前
と
会
っ
て
、
い
ろ
ん

な
話
が
で
き
る
ん
だ
か
ら
、
む
し
ろ
感
謝
し
た
い
く
ら
い
だ
よ
」

そ
の
父
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私
は
救
わ
れ
た
よ
う
な
思
い
が
し
た
。
私
は
父
の

癌
を
知
る
前
に
は
、
正
月
に
な
っ
て
も
実
家
に
は
帰
ら
な
い
年
が
多
か
っ
た
し
、

電
話
な
ど
の
連
絡
さ
え
ま
と
も
に
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
も
し
も
癌
細
胞
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
本
当
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
家
族
が
共
に
過
ご
せ
る
ひ
と
時

が
〝
貴
重
な
時
間
〞
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
こ
と
だ
。
し
か
し
父
は
、

私
が
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
前
に
急
変
し
て
、
他
界
し
て
し
ま
っ
た
。
私
が
「
杜

子
春
」
の
主
人
公
だ
っ
た
ら
、
や
は
り
声
の
限
り
に
叫
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。

「
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
」
と
…
…
。

た
っ
た
一
回
の
細
胞
診
断
の
結
果
が
、
父
の
人
生
を
大
き
く
変
え
た
。
最
後
ま

で
検
査
結
果
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
ほ
う
が
幸
せ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
も
っ
と
早
く
に
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
生
を
楽
し
む
多
く
の
時
間

が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
研
鑽
に
励
ん
で
、
癌
細
胞
を

早
く
発
見
し
て
、
家
族
と
の
貴
重
な
時
間
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
る
細
胞

検
査
士
に
な
り
た
い
と
、
そ
う
心
に
強
く
思
っ
た
。

尿酸（UA）
の検査について

日本臨床検査専門医会

前川　真人

“よく受ける検査”の意味

●尿酸って何？
細胞や食品中に含まれているプリン体
からできる老廃物で腎臓から尿と一緒に
排泄されます。検診などでは血液中の尿
酸値がよく測定されますが、男性のほう
が高めですが通常 7.0 mg/dl以下です。
これより高いと高尿酸血症と言われます。

●尿酸が上がるのはなぜ？
大きく分けると２とおりの原因で血液
中の尿酸が増えます。一つは、食物や飲
酒によって尿酸の元となるプリン体をた
くさん含む食物やお酒をとったり、過度
の運動などで細胞が壊れたりして、尿酸
がたくさんできてしまうことです（産生
亢進）。もう一つは、尿に排泄されるの
で、腎臓が悪くなると血液中に残ってし
まいます。また尿中への排泄能力は個人
差、特に生まれつきの遺伝によって排泄
しにくいタイプの人は血中尿酸が上昇し
ます。
実際には、食事や飲酒、運動などの生
活習慣による尿酸産生量と、腎臓からの
排泄量とのバランスによって血液中の尿
酸値が決まってきます。高尿酸血症の患
者さんはおおむね、産生量が増えるタイ
プ（10％）、排泄が悪いタイプ（60％）、
両方の混合タイプ（20 30％）に分け
られます。いずれのタイプかを知ること
は治療方針を考える上でも重要です。血
中、尿中の尿酸を測定することによって

排泄の割合を調べ、いずれのタイプに属
するかを判定します。

●尿酸が高いとどうなるの？
尿酸は元々水に溶けにくいため、尿酸
が増えると、尿中や関節内で結晶化しま
す。関節内で結晶化すると、関節が赤く
はれあがり激しい痛みを伴います。いわ
ゆる、痛風発作です。結晶は栗のいがの
ような針状のもので、いかにも痛そうで
す。他にも高尿酸血症を放置しておくと、
動脈硬化やメタボリック症候群、虚血性
心疾患や脳血管疾患、慢性腎臓病などの
危険性も高まると考えられています。最
近は高尿酸血症を示す方は増えてきてお
り、30歳以上の男性では30％を占め、
痛風患者も１％を超えていると推定され
ており、特に若い世代にも拡大してきて
います。

●血中尿酸値を上げないためにはど
 うすればいいの？
魚介類や肉類、豆類、ビールなどはプ
リン体を多く含みますので、これらのと
りすぎには注意しましょう。また、水分
を十分にとること、適度な運動をして、
ストレスの少ない生活をすることが大切
です。定期的に血中尿酸値を測定して、
あなたに合った治療をしてもらうのがい
いです。

専 門 医 が 教 え る
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ラボ通信

平
成
二
十
三
年
度　

第
十
二
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」
入
賞
作
品
の
紹
介

タ
ニ
タ
（
東
京
都
板
橋
区
）
は
、
一
九
五
九
年
に

「
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
」
の
製
造
を
開
始
し
て
、
一
九

六
八
年
に
は
生
産
台
数
が
一
〇
〇
万
台
を
突
破
。
一

九
九
二
年
に
は
、
世
界
初
の
体
内
脂
肪
計
を
発
売
し

て
、
多
く
の
人
に
体
脂
肪
率
と
い
う
「
数
値
」
を
知

ら
し
め
、
定
着
さ
せ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
タ
ニ
タ
の
〝
社
員
だ
け
〞
の
社
員
食
堂
で

提
供
し
て
い
た
ラ
ン
チ
が
、「
五
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
な
の
に
満
腹
感
が
あ
る
」「
脂
質
が
少
な
め
で
ヘ

ル
シ
ー
」「
薄
味
だ
け
ど
美
味
し
い
」
と
評
判
に
な

り
、『
体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
』
と
い
う
レ

シ
ピ
本
に
。
現
在
は
続
編
も
出
て
、
合
わ
せ
て
四
二

〇
万
部
の
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。

タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
レ
シ
ピ
の
特
徴
は
、
カ
ロ
リ

ー
が
五
〇
〇
キ
ロ
前
後
、
塩
分
は
三
グ
ラ
ム
前
後
に

抑
え
て
い
る
こ
と
。
日
替
わ
り
で
提
供
し
て
い
る
と

い
う
「
か
ぼ
ち
ゃ
と
豚
肉
の
オ
イ
ス
タ
ー
炒
め
定

食
」
を
例
に
と
る
と
、
メ
ニ
ュ
ー
内
容
は
、
メ
イ
ン

の
ほ
か
に
オ
ク
ラ
と
コ
ー
ン
の
煮
浸
し
、
キ
ャ
ベ
ツ

と
大
豆
の
ご
ま
和
え
、
ト
マ
ト
の
み
そ
汁
が
つ
い

て
、
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
三
五
三
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
塩

分
は
三
・
八
グ
ラ
ム
。
こ
れ
に
普
通
盛
り
の
ご
飯
を

プ
ラ
ス
し
て
も
、
一
食
分
は
五
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

前
後
に
抑
え
ら
れ
る
の
で
す
。

魚
派
に
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
さ
わ
ら
の
梅
蒸
し

定
食
」。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
と
卵
の
サ
ラ
ダ
、
白
菜
と

あ
さ
り
の
ス
ー
プ
煮
、
み
そ
汁
が
つ
い
て
三
三
七
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
は
四
・
一
グ
ラ
ム
で
す
。

残
さ
ず
食
べ
て
も
太
ら
な
い
、
体
に
も
や
さ
し

い
、
こ
ん
な
あ
り
が
た
い
「
タ
ニ
タ
レ
シ
ピ
」
を
参

考
に
し
て
、
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
に
乗
る
の
が
楽
し

く
な
る
は
ず
で
す
。

ち
な
み
に
、「
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
体
に
い

い
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
い
」
―
―
、
そ
ん
な
声
に
応
え

て
、
タ
ニ
タ
の
食
堂
が
、
本
年
一
月
よ
り
、
東
京
・

丸
の
内
に
〝
社
外
〞
開
店
で
す
。

食
べ
て
太
ら
な
い

癌
細
胞
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　
有
馬　
広
海
（
五
十
五
歳
／
福
岡
県
）

●

最
優
秀
賞

手
足
が
冷
え
て
し
ま
う
寒
い
季
節
。
温
か

い
お
湯
に
つ
か
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
の
が
至
福
の
と
き
、
と
い
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
の
多
く
が
〝
好
き
〞
と
い
う
お
風

呂
タ
イ
ム
は
、
健
康
増
進
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
は
効
果
的
と
、
多
く
の
医
者
が
す
す
め
る

と
こ
ろ
で
す
。
特
に
シ
ャ
ワ
ー
が
中
心
の
欧

米
で
は
、
日
本
式
風
呂
を
高
く
評
価
し
、
生

活
習
慣
に
取
り
入
れ
る
人
も
増
え
て
い
る
と

か
。こ

ん
な
い
い
こ
と
づ
く
め
の
入
浴
で
す

が
、
環
境
（
冬
の
寒
い
時
季
な
ど
）、
体

調
、
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
細
心
の
注
意
が
必

要
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、
浴

槽
内
で
の
死
亡
は
年
間
三
五
〇
〇
人
を
超
え

（
平
成
十
九
年
「
人
口
動
態
統
計
年
報
」）、

そ
の
大
半
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
。
そ

し
て
、
こ
の
数
は
、
同
年
代
の
交
通
事
故
死

者
数
の
二
倍
以
上
に
も
な
る
と
の
こ
と
な
の

で
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
気
を
つ
け
れ
ば
快
適

な
入
浴
タ
イ
ム
を
持
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。

冬
の
入
浴
時
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
と
入
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
注
意
す
る
点
〉

①
脱
衣
所
が
寒
く
な
い
か

②
お
湯
の
温
度
が
熱
す
ぎ
な
い
か

③
部
屋
で
裸
に
な
っ
て
か
ら
寒
い
浴
室
に
行

っ
て
い
な
い
か

④
深
い
浴
槽
に
首
ま
で
つ
か
っ
て
い
な
い
か

⑤
食
後
す
ぐ
や
お
酒
を
飲
ん
だ
あ
と
に
風
呂

に
入
っ
て
い
な
い
か

〈
入
浴
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
脱
衣
所
を
暖
め
、
浴
室
と
の
温
度
差
を
で

き
る
だ
け
な
く
し
て
血
圧
の
変
動
を
避
け

ま
し
ょ
う
。

②
お
湯
の
温
度
は
四
十
度
く
ら
い
に
し
て
、

お
湯
の
刺
激
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

③
深
い
浴
槽
は
心
臓
へ
の
水
圧
が
高
ま
る
た

め
、
浅
い
浴
槽
か
、
浅
め
に
入
り
ま
し
ょ

う
。
肩
が
冷
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
肩
に

温
か
い
タ
オ
ル
を
か
け
る
こ
と
。

④
食
後
や
飲
酒
後
は
一
時
的
に
血
管
が
拡
張

し
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。
急
激
な
温
度
変

化
は
脈
拍
を
速
め
心
臓
に
負
担
を
か
け
ま

す
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

体
に
い
い
は
ず
の
入
浴
が
、
思
わ
ぬ
事
故

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
特
に
、
高
齢
者

の
入
浴
に
は
家
族
も
気
配
り
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
言
葉
111

タ
ニ
タ
レ
シ
ピ

1月は1月は
「はたちの献血キャンペ「はたちの献血キャンペーーン」ン」

寒い季節の入浴法寒い季節の入浴法
冬の浴室には要注意！

 ㈶医療関連サービス振興会主催の『月例セミナー』が、下記の日程で行われます。

●日　時／平成24年1月24日（火）　午後３時～午後５時

●会　場／ ㈶がん研究振興財団 国際研究交流会館３階国際会議場　　　　　　
　　  　   中央区築地5-1-1（国立がん研究センター内）

●テーマ／『2012年度 診療報酬 介護報酬 同時改定のポイント』

●講　師／中林　梓氏　株式会社梓診療報酬研究所 代表取締役

●参加料／無料

●申込締切／平成24年1月20日（金）

●問合せ先／㈶医療関連サービス振興会
　　　　　　千代田区九段北1-11-11　第２フナトビル３F
　　　　　　Tel：03-3238-1863　Fax：03-3238-1865

月例セミナーのご案内

※今号より、新しいラボちゃんとけんさ君の登場です。よろしくお願いいたします。

摂取、細胞破壊など　産生亢進

血液

尿酸

排泄（尿）代謝

排泄低下
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暮 ら し
と 健 康

F O O D &
H E A L T H

医 食

源同

二
月
の
季
語
は
、「
立
春
」「
寒
も
ど
り
」

「
余
寒
」
…
…
。
二
月
は
ど
こ
と
な
く
春
ら
し

い
気
分
が
た
だ
よ
い
、
寒
さ
の
な
か
に
も
春
の

訪
れ
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
余
寒
（
春
寒
、
残
寒
）
が
厳
し
い
季

節
で
す
。

気
温
が
低
く
て
体
が
冷
え
る
、
ま
た
防
寒
の

た
め
に
衣
服
を
重
ね
、
重
い
コ
ー
ト
を
着
た
り

し
て
体
の
動
き
が
緩
慢
に
な
る
、
そ
ん
な
こ
と

で
全
身
の
血
の
巡
り
も
悪
く
な
り
ま
す
。

な
ん
と
な
く
体
が
重
い
、
肩
や
首
周
り
が
こ

っ
て
い
る

―
、
こ
ん
な
自
覚
症
状
が
出
る
方

が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
滞
っ
て
い
る
血
の
巡
り
を
よ
い
流

れ
に
改
善
し
、
縮
こ
ま
っ
て
い
る
体
、
余
分
な

力
が
入
っ
て
い
る
体
を
、
動
き
や
す
い
体
に
戻

し
て
い
く
簡
単
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
体
操
の
目
的
は
、
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

（
脱
力
）
さ
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り
無
駄
な
力

（
り
き
み
）
を
取
り
除
く
こ
と
で
す
。
力
の
抜

き
方
が
わ
か
れ
ば
身
の
こ
な
し
が
自
然
に
な

り
、
動
け
る
体
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
縮
こ
ま

っ
て
い
る
体
を
、
手
先
、
足
先
ま
で
元
気
な
体

に
し
ま
し
ょ
う
。

①
こ
ぶ
し
を
握
っ
て
脱
力
。
こ
ぶ
し
を
強
く
握

っ
て
体
全
体
に
力
を
入
れ
た
あ
と
、
瞬
間
的

に
力
を
抜
い
て
数
秒
間
脱
力（
二
〜
三
回
）。

力
を
抜
く
と
き
は
〝
一
挙
に
〞
が
大
切
。

②
伸
び
を
し
て
脱
力
。
両
手
を
上
げ
て
頭
の
上

方
で
組
み
、
伸
び
を
す
る
。
伸
び
た
腕
の

反
動
を
使
っ
て
膝
の
力
を
抜
き
、
同
時
に

腰
、
肩
、
首
の
力
を
抜
く
（
二
〜
三
回
）。

③
膝
の
力
を
抜
く
。
立
っ
た
姿
勢
か
ら
膝
を
曲

げ
、
崩
れ
落
ち
る
よ
う
に
膝
の
力
を
抜

く
。
同
時
に
上
半
身
の
力
も
抜
く
。
膝
、

腰
、
肩
、
首
の
順
番
で
行
う
（
二
〜
三

回
）。

④
肩
の
力
を
抜
く
。
膝
の
力
を
抜
く
と
同
時

に
、
肩
の
力
を
抜
く
こ
と
に
意
識
を
集
中

す
る
。
右
肩
を
抜
く
と
き
は
、
右
足
首
の

力
も
抜
き
、
左
肩
も
同
様
に
（
二
〜
三

回
）。

⑤
リ
ラ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
ン
プ
。
上
半
身
が
自
然
に

揺
れ
る
よ
う
に
、
膝
と
足
首
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
て
や
わ
ら
か
く
そ
の
場
ジ
ャ
ン
プ

す
る
（
十
〜
十
五
回
）。

⑥
全
身
を
脱
力
す
る
。
膝
を
軽
く
屈
伸
さ
せ
て

全
身
を
揺
す
る
。
膝
を
曲
げ
た
と
き
に
体

の
力
を
抜
く
感
覚
で
（
八
〜
十
回
）。

意
識
を
し
て
い
て
も
な
か
な
か
抜
け
な
い
の

が
〝
体
の
力
〞
で
す
。
力
を
抜
い
て
、
体
を
し

な
や
か
に
し
て
、
寒
さ
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。
も
う
そ
こ
ま
で
春
は
来
て
い
ま
す
か
ら
。

今
か
ら
十
五
年
ほ
ど
前
、
僕
は
ま
だ
高
校
生
で
、
ず
っ
と
部
活
で
テ
ニ
ス
に

明
け
暮
れ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
し
て
二
年
生
の
夏
に
自
然
気
胸
を
発

症
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
幾
度
も
再
発
し
、
社
会
人
に
な
る
ま
で
に
計
三
度

も
肺
を
手
術
し
た
。

僕
が
Ｏ
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
高
校
三
年
生
の
時
、
二
度
目
の
手
術
を
受
け

た
入
院
先
の
病
院
だ
っ
た
。
彼
も
、
僕
と
同
じ
呼
吸
器
疾
患
の
病
棟
に
入
院
し

て
い
た
。
体
格
の
が
っ
し
り
し
た
五
十
歳
前
後
の
渋
い
顔
立
ち
の
男
性
で
、
僕

の
こ
と
を
い
つ
も
「
青
年
」
と
呼
ん
だ
。

「
よ
ぉ
青
年
、元
気
か
」と
い
う
言
葉
が
、声
を
掛
け
て
く
れ
る
時
の
口
癖
だ
っ

た
。
呼
吸
器
疾
患
の
病
棟
で
、
若
い
患
者
が
珍
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。

彼
は
気
を
遣
っ
て
く
れ
て
、
よ
く
休
憩
室
で
暇
を
持
て
あ
ま
す
僕
の
そ
ば
に
腰

掛
け
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
。
た
い
し
た
話
で
は
な
い
。
好
き
な
音
楽

や
映
画
、
ス
ポ
ー
ツ
の
話
…
…
。
黒
澤
明
の
映
画
が
好
き
な
こ
と
、
若
い
頃

ず
っ
と
柔
道
を
し
て
い
た
こ
と
も
休
憩
室
で
知
っ
た
。

Ｏ
さ
ん
は
自
分
の
病
気
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
話
し
た
が
ら
な
か
っ
た
。
で
も

僕
は
、
彼
が
肺
癌
で
し
か
も
難
治
で
あ
る
こ
と
を
会
話
の
端
々
か
ら
感
じ
と
っ

て
い
た
。
一
度
だ
け
、
病
院
で
の
検
査
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
何
気
な
く
出
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
、
ふ
と
し
た
言
葉
だ
っ
た
。

「
も
う
少
し
早
く
、
や
っ
て
れ
ば
な
ぁ
」

呟
き
の
よ
う
で
も
あ
り
、
呻
き
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
た
。
そ
の
言
葉
の
も
つ

重
さ
を
判
然
と
悟
り
、
何
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

手
術
も
無
事
終
わ
り
、
僕
は
Ｏ
さ
ん
を
残
し
十
日
ほ
ど
で
退
院
し
た
。
経
過

も
良
好
で
、
す
ぐ
に
慌
た
だ
し
い
学
校
生
活
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。
い
つ
し
か

Ｏ
さ
ん
の
こ
と
も
入
院
生
活
の
こ
と
も
記
憶
か
ら
薄
れ
て
い
っ
た
…
…
。

そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
後
、
術
後
の
経
過
を
診
て
も
ら
う
た
め
、
僕
は
外
来
の
待

合
室
の
ベ
ン
チ
で
ひ
と
り
本
を
読
ん
で
い
た
。
正
午
近
く
に
な
っ
て
も
院
内
は

ま
だ
混
雑
し
て
い
た
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
足
音
が
響
く
な
か
、
不
意
に
誰
か
が

目
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
た
。
僕
は
本
か
ら
顔
を
上
げ
た
。

そ
の
男
性
は
「
よ
ぉ
」
と
力
な
く
微
笑
ん
だ
。

パ
ジ
ャ
マ
姿
で
、
ニ
ッ
ト
帽
を
目
深
に
被
り
、
点
滴
用
の
台
車
を
押
し
て
い

た
。
頬
は
痩
せ
こ
け
、
眼
の
縁
は
浅
黒
く
、
身
体
は
猫
背
で
ひ
ょ
ろ
っ
と
し
て

い
た
。
僕
は
誰
な
の
か
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
反
射
的
に
、
身
体
を

乗
り
出
す
よ
う
に
し
て
、
彼
が
握
っ
て
い
る
診
察
券
を
凝
視
し
て
い
た
。

そ
こ
に
は
、
確
か
に
Ｏ
さ
ん
の
名
前
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
頭
の
な
か
で
、
二
ヶ
月
前
の
彼
と
目
の
前
の
姿
を
必
死
に
つ
な
げ
よ

う
と
し
、
そ
う
で
き
ず
に
い
る
自
分
が
い
た
。
そ
の
時
に
何
と
声
を
掛
け
た
の

か
、
今
で
は
全
く
憶
え
て
い
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
何
も
話
さ
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
自
分
の
反
射
的
な
行
為
を
相
手
に
悟
ら
れ
て
い
な
い
か
、
そ

の
こ
と
で
頭
は
一
杯
だ
っ
た
と
思
う
。

彼
は
言
葉
少
な
に
「
元
気
で
な
」
と
も
う
一
度
微
笑
む
と
、
ゆ
っ
く
り
と
ベ

ン
チ
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。
床
を
擦
る
ス
リ
ッ
パ
の
音
を
残
し
、
ふ
ら
り
ふ
ら

り
と
頼
り
な
い
背
中
は
す
ぐ
に
人
混
み
に
消
え
た
。

そ
れ
以
来
、
Ｏ
さ
ん
と
は
会
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
検
査
に
つ
い
て
彼
が
呟

い
た
言
葉
を
、
僕
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
る
。

ナトリウム（Na）、
カリウム（K）、
クロール（Cl）
の検査について

“よく受ける検査”の意味

●そもそもナトリウム（Na）、カリウム（K）、
　クロール（Cl）ってなんですか？
ナトリウム、カリウム、クロールと聞いて何を
思い出されますか？ 周期表？ 炎色反応？ 理
科の授業で習った一価のイオン（電解質）ですが、
体の中ではとても大切な役割を果たしています。
細胞が形を保つためには、細胞の膜が風船のよう
に膨らんでいなければなりません。風船は空気の
圧力で形を保ちますが、細胞は中にあるイオンな
どでつくる浸透圧で形を保ちます。また、心臓、
神経のように自分で活動している細胞は、形を保
つほかにも活動をちゃんと行うための電気的な中
和のためにも、陽イオン（ナトリウム、カリウム
など）が大切な働きをしています。これら浸透圧、
電気的中和を保つために細胞内にはカリウムが多
く、細胞外にはナトリウムが多くなっています。

●ではどのようにして調節されますか？ 塩
を食べ過ぎてもナトリウムは高くならない

　と聞いていますが？
これらの調節をつかさどる臓器は腎臓であり、
また腎臓でのナトリウム、カリウム、クロールの
排泄、再吸収を制御するホルモンがあり、厳密に
調節されています。塩分を多く摂ったからといっ
て、決して血液検査のナトリウムやクロールの値
（濃度）が高くなることはありません。ナトリウム
が血液中に増えると、すぐに血液中の水分も増え
ナトリウム濃度は一定になります。水分を増やす
ために塩辛いものを食べると、のどが渇いて水を
ほしがるというメカニズムが働きます。これを体
の恒常性の維持（左図）と呼び、ホメオスターシ
スとも呼びます。つまり、われわれの体は常に一
定の状態を保つように、いろいろな臓器、ホルモ
ンが働いていますが、臨床検査値で異常な値が出
るということは、このホメオスターシスが破綻し

ている状態を見ているわけです。

●血液検査でナトリウムが高いということは
　どんな場合でしょうか？
ナトリウムが高くなるということは、ホメオス

ターシスを保つためにナトリウムを下げようとす
る機能が十分働いていないこと、たとえば、ナト
リウムを薄めるための水が足りない（脱水）場合
が圧倒的に多いです。脱水の原因は腎臓にあった
り、ループ利尿剤による薬剤性のものだったりし
ます。まれな例として、ナトリウムを再吸収する
ホルモンが過剰なこともあります。

●ではナトリウムが低いのは？
ナトリウムが低いということは、ナトリウムを

体の中に保持しようとする働きができていないか、
ナトリウムを薄めてしまう水が多い状態を意味し
ます。前者では腎臓からナトリウムが漏れてしま
い尿中に多く捨てられてしまっている、下痢、嘔
吐でナトリウムを失っているような場合です。後
者はうっ血性心不全、肝硬変のように水がたまる
場合や腎臓から水を尿として捨てることができな
くなるネフローゼ症候群などです。

●健康診断でこれらの項目の異常があったら、
　誰に相談したらいいでしょうか？
ナトリウム、カリウム、クロールの異常という

のはいろいろな原因が考えられ、腎臓、心臓、消
化器、神経、内分泌といったさまざまな臓器の異
常の可能性があります。これらの異常をうまく見
極めて的確な治療をすることは、まさに医療従事
者の腕にかかっているともいえます。まずはかか
りつけの内科に相談し、高血圧、肝機能などほか
の病気がないかをチェックしたうえで専門の医師
を紹介してもらいましょう。

専 門 医 が 教 え る
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ラボ通信

平
成
二
十
三
年
度　

第
十
二
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」
入
賞
作
品
の
紹
介

「
検
査
カ
フ
ェ
」

―
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

「
検
査
カ
フ
ェ
」
は
、
熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院

に
二
〇
〇
九
年
に
開
設
さ
れ
た
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

よ
う
な
気
分
で
気
軽
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
新
感
覚
の
検
査
シ
ス
テ
ム
で
す
。
考
案
し
た
の
は

同
病
院
中
央
検
査
部
長
の
安
東
由
喜
雄
氏
。「
健
康

に
つ
い
て
知
る
場
を
提
供
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら

と
の
こ
と
。
自
動
販
売
機
か
ら
必
要
な
メ
ニ
ュ
ー
を

選
び
、
そ
の
検
査
だ
け
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

病
院
内
の
中
央
診
療
棟
三
階
の
生
理
検
査
室
前
に

設
置
さ
れ
て
い
る
利
用
券
販
売
機
に
明
示
さ
れ
て
い

る
「
血
糖
値
」「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」「
腎
臓
」「
痛

風
」
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
必
要
な
券
を

購
入
し
、
あ
と
は
す
べ
て
流
れ
に
従
え
ば
終
了
で

す
。
券
の
購
入
か
ら
採
血
ま
で
約
十
五
分
。
検
査
結

果
は
約
一
週
間
後
に
郵
送
で
届
け
ら
れ
ま
す
。
ち
な

み
に
血
糖
値
の
検
査
料
は
八
〇
〇
円
、
腎
臓
は
六
〇

〇
円
で
す
。

「
検
査
カ
フ
ェ
」
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
健
康
が
気
に

な
る
方
、
②
血
糖
値
が
気
に
な
る
方
、
③
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
気
に
な
る
方
、
④
腎
臓
の
状
態
が
気
に
な

る
方
、
⑤
痛
風
が
気
に
な
る
方
、
⑥
貧
血
が
気
に
な

る
方
、
⑦
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
が
気
に
な
る
方
、
⑧
ス

ギ
花
粉
症
が
気
に
な
る
方
、
⑨
よ
く
発
熱
す
る
方
、

⑩
前
立
腺
が
気
に
な
る
方
、
⑪
肝
障
害
が
気
に
な
る

方
、
⑫
甲
状
腺
の
状
態
が
気
に
な
る
方
、
⑬
更
年
期

障
害
が
気
に
な
る
方
、
の
全
十
三
種
類
。
そ
の
ほ
か

に
、
血
糖
、
尿
酸
、
中
性
脂
肪
な
ど
十
二
種
類
の
オ

プ
シ
ョ
ン
項
目
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
検
査
デ
ー

タ
に
関
し
て
は
、
臨
床
検
査
の
国
際
基
準
で
あ
る
I

Ｓ
Ｏ
１
５
１
８
９
を
取
得
し
た
検
査
部
が
提
供
す
る

厳
格
な
も
の
で
す
。

検
診
の
よ
う
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
項
目
を
す
べ
て
こ

な
す
の
で
は
な
く
、
自
分
が
必
要
と
思
わ
れ
る
検
査

を
選
択
で
き
る
、
前
も
っ
て
の
予
約
が
不
要
、
短
時

間
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
検
査
カ
フ

ェ
」。
検
査
に
行
く
時
間
が
な
い
、
め
ん
ど
う
く
さ

い
、
そ
ん
な
検
査
に
消
極
的
な
方
々
も
、
お
茶
す
る

感
覚
で
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
検
査
シ
ス
テ
ム
で
す
。

気
軽
に
お
茶
す
る
気
分
で

二
ヶ
月
後
の
背
中      

西
嶋　
敬
（
二
十
九
歳
／
東
京
都
）

●

優
秀
賞

今
月
の
言
葉
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検
査
カ
フ
ェ

脱力体操で体ポカポカ脱力体操で体ポカポカ
縮こまっている体にさようなら！

　　　　“バカバカ” 獲れる　　　　
ハマグリ似の二枚貝

「アオヤギ（青柳）」という名で、寿司のネタ、刺
身、ヌタなどでなじみがある二枚貝の「バカ貝」。
この“妙な”名前の由来には諸説あります。①潮の
満ち引き、砂地の変化に敏感で、棲む場所をその都
度替えてしまう「場替」が転化した、②長い足
（舌）を伸ばして「バカ」のように見える、③その
昔、「バカのように」たくさん獲れた、などなど。
ちなみに「アオヤギ」の名については、バカ貝の水
あげがもっとも多かったのが千葉県の青柳（現在の
市原市）だったため、その地名をつけたとか。
バカ貝の外見はハマグリにそっくり！ 潮干狩り
でハマグリを獲ったと喜んでいる客をがっかりさせ
ることも多い貝です。厚くて丈夫な貝殻を持ってい
るハマグリと違い、薄く壊れやすい殻をしているの
が特徴です。

　　　骨にいい、筋肉にいい！　　　
中高年におすすめの食材

バカ貝は、殻から長く伸びているオレンジ色の足
は「舌切（シタキリ）」、貝柱の部分は「小柱（コバ
シラ）」「アラレ」などと呼び分けられています。刺
身、寿司、酢の物、天ぷらと、活用頻度の高い食材
です。
バカ貝は六割以上が水分で、タンパク質分、脂質

分は少ないのですが、カリウム、リン、ビタミン
B1、ビタミンB12の含有量が多めになっています。
リンは、骨を形成するカルシウムの手助けをしま
す。カリウムは心臓や筋肉の機能を調整します。骨
が弱くなってきた、筋力が低下してきた、という中
高年の方にはおすすめの食材といえます。
ただしこのバカ貝は、コレステロール量多めの点

が気になるところです。コレステロールは細胞膜や
ホルモンの原料になるので、適量であれば必要です

が、運動不足の方、肥満気味の方は控えめにしたほ
うがいいようです。

多彩な食材、好みで食す

バカ貝は、アサリやハマグリ同様、古くから食用
として日本人の胃袋を満足させてくれています。
もっともポピュラーなのは「アオヤギ」「小柱」
として親しまれている寿司でしょうか。そのほかに
も、酢の物、ヌタ、刺身……。お酒の肴としても大
活躍してくれています。
小柱のかき揚げも美味です。衣のサクサク感に小

柱のほのかな甘みが加わって、独特な風味が絶妙！
名は“バカ”でも味、活躍度は満点です。ぜひ賞味
ください。

体に活力！

でバカ貝バカ貝（青柳）（青柳）
ミネラル
豊富！

脳・
神経・
内分泌

肺
（水分）

腎臓
排泄

（電解質・水分）

Na 140
K       4
Cl  104

細胞外

細胞内 －60mV

心臓
血液循環

消化器
肝・膵
（水分）

イオン輸送体
K  140
Na  15

日本臨床検査専門医会

下澤　達雄

電解質恒常性の維持と臓器



暮 ら し
と 健 康

One
Shot!
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「
ガ
ン
発
生
指
数
っ
て
、
知
っ
て
る
か
ね
…
…
」

「
な
に
ー
、
ガ
ン
指
数
？
」

「
そ
う
、
か
な
り
高
い
数
字
が
出
た
ん
だ
よ
」

「
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ね
？
」

「
ど
こ
か
に
、
ガ
ン
が
あ
る
疑
い
が
濃
い
ん
だ
な
」

都
内
に
向
か
う
途
中
の
電
車
内
で
、
急
激
な
腹
痛
に
襲
わ
れ
た
。
自
宅
へ
引
き

返
す
よ
り
、
こ
の
ま
ま
渋
谷
へ
向
か
い
医
師
の
竹
馬
の
友
に
診
て
も
ら
う
こ
と
に

し
て
、
激
痛
に
耐
え
な
が
ら
辿
り
着
い
た
。

日
頃
の
不
摂
生
に
飲
み
過
ぎ
、
疲
労
が
重
な
っ
て
の
急
性
胃
腸
炎
と
の
診
断
。

注
射
で
痛
み
も
消
え
て
や
れ
や
れ
だ
っ
た
。
が
、
そ
の
際
の
採
血
検
査
の
結
果

で
、
高
い
ガ
ン
発
生
指
数
が
出
た
の
だ
っ
た
。

「
通
常
の
ほ
ぼ
倍
は
あ
る
。
だ
か
ら
…
…
」

「
わ
か
っ
た
。
俎
上
の
鯉
だ
。
指
示
に
従
う
よ
」

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
専
門
医
院
を
予
約
し
て
く
れ
た
。
体
を
輪
切
り
撮
影
の
検
査
と
か

で
、
よ
ろ
し
く
と
応
じ
た
。

＊

「
セ
ー
フ
だ
っ
た
よ
。
良
か
っ
た
の
だ
が
ね
…
…
」

「
セ
ー
フ
な
の
に
、
だ
が
…
…
と
は
、
な
ん
だ
よ
」

「
う
ん
。
も
う
一
度
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
勧
め
た
い
ん
だ
」

「
結
果
に
疑
問
あ
り
な
ら
、
再
撮
影
で
も
い
い
よ
」

友
人
の
医
師
だ
け
に
、ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
の
会
話
だ
が
、そ
れ
が
互
い
の
信
頼
感
を
生
む
。

「
指
数
の
高
さ
か
ら
…
…
な
ん
だ
。
安
心
の
た
め
に
も
、
再
撮
影
は
悪
く
な
い
選

択
だ
と
思
う
よ
」

「
わ
か
っ
た
。
結
果
は
、
隠
さ
ず
に
告
知
し
て
く
れ
る
の
が
、
Ｏ
Ｋ
の
条
件
だ
ぜ
」

と
こ
ろ
が
、
再
撮
影
も
セ
ー
フ
だ
っ
た
。＊

「
こ
こ
ま
で
や
っ
た
か
ら
、
ペ
ッ
ト
撮
影
を
勧
め
た
い
。
悔
い
を
残
さ
な
い
、
安

心
の
た
め
の
保
証
だ
」

説
明
書
を
読
ん
で
Ｏ
Ｋ
し
た
。
現
在
の
最
新
検
査
方
式
で
、
ミ
リ
単
位
の
ガ
ン

も
発
見
す
る
と
い
う
。

四
谷
の
検
査
病
院
は
豪
華
な
ホ
テ
ル
並
で
、
検
査
時
代
の
象
徴
の
よ
う
な
施
設

だ
っ
た
。
個
室
の
待
合
室
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
。

「
ペ
ッ
ト
で
も
セ
ー
フ
だ
。
も
う
安
心
し
て
い
い
よ
。
ガ
ン
指
数
に
も
、
個
人
差

が
あ
る
っ
て
い
う
事
ら
し
い
。
騒
が
せ
た
が
、
ま
あ
、
め
で
た
し
だ
な
」

「
あ
り
が
と
う
。
２
カ
月
間
、
い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
元
気
で
長
生
き

が
一
番
だ
か
ら
…
…
」

＊

人
間
は
欲
張
り
だ
。
安
心
の
保
証
を
も
ら
っ
た
私
は
、
禁
煙
に
挑
戦
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。日
に
ピ
ー
ス
60
本
。飲
み
会
が
あ
る
と
80
本
の
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー

カ
ー
の
禁
煙
は
、
発
狂
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。
肥
満
防
止
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
も
始
め
た
。

高
い
ガ
ン
発
生
指
数
が
判
明
し
て
か
ら
早
く
も
２
年
。
禁
煙
は
１
年
２
カ
月
目

に
入
り
、
な
ん
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
９
カ
月
目
だ
。
自
分
で
も
驚
く
、
こ
の
健
康

志
向
へ
の
変
身
は
な
ぜ
？

答
え
は
〈
ガ
ン
検
査
〉
か
ら
得
ら
れ
た
、
安
心
保
証

の
せ
い
で
あ
る
。

最
新
医
学
の
検
査
で
セ
ー
フ
の
御
墨
付
き
を
頂
戴
し
た
か
ら
に
は
、
こ
の
健
康

を
維
持
し
た
い
。
ま
さ
に
、
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
、
欲
張
り
な
の
で
あ
っ
た
。

彼か

の
医
師
が
宣の

た

ま
わ
っ
た
。「
健
康
は
、
健
康
な
時
の
検
査
で
こ
そ
維
持
さ
れ

る
。
健
康
を
教
え
て
く
れ
る
の
も
、
検
査
な
ん
だ
。
健
康
に
は
大
い
に
欲
張
り
で

い
い
。
き
ち
ん
と
検
査
を
受
け
て
…
…
」

尿素窒素（UN）、
クレアチニン（Cr）
の検査について

日本臨床検査専門医会

海渡　健

“よく受ける検査”の意味

腎臓は、体にたまった余分な水分や老廃
物を「尿」という形で外に出すことで、一
定の環境を保つ働きをしています。腎臓の
機能を見るためには、尿の「量」と「中身」
を検査する必要があります。しかし、慢性
腎炎、糖尿病、高血圧などで腎臓が悪くな
ると、初期段階では尿の量に変化はありま
せんが、排泄される老廃物の量が少なくな
って体にたまってきます。そのため、体に
たまっている老廃物を調べることが、腎臓
機能を把握する近道になります。

●尿素窒素（UN）、クレアチニン（Cr）
　とは何ですか？
いろいろな老廃物がありますが、代表的
なものが尿素窒素（UNあるいはBUN）と
クレアチニン（Cr）です。食事で取り込ま
れたタンパク質は体内で分解され、尿素と
いう物質ができます。この尿素に含まれる
窒素が尿素窒素（UN）です。普通は尿に
排泄され体内には余りたまりませんが、過
剰に摂取した場合、消化管で出血している
場合、ステロイド剤あるいは慢性の消耗状
態でタンパク質の分解が高まっている場合
には尿素の産生が盛んになり、また腎臓機
能が低下している場合には尿への排泄が悪
くなり、血液中の濃度が増加します。
クレアチニンもタンパク質の一種で、筋
肉のエネルギーであるクレアチンリン酸が
分解されたクレアチンの成れの果てという
ことになります。極端にやせていて、筋肉

量の少ない人は、Crのもとが少ないことに
なり、筋肉量の多い人よりも測定値が低下
します。そのため一般的には男性の基準値
が女性より高くなっています。

●どのような意味がありますか？
ともに腎臓機能の低下を示しますが、大

切なことは腎臓の機能が30％程度に落ち
ても、CrあるいはUNの上昇はごく軽度で
あり、腎臓機能が崖っぷちにならないと増
加してきません。気がついたときにはすで
に遅しということもありますので、「Crや
UNが大したことないから安心だ」ではな
く、尿タンパク、血圧、血糖など総合的に
判断することが大切です。
以前は血液中のCrと尿中のCr、尿量か

らクレアチニン・クリアランス（CCr）と
いう指標を計算して腎機能を表していまし
たが、最近は年齢・体重・Crから計算した
eGFRという指標が使われるようになって
きました。この値により腎臓機能が区分さ
れ、60未満は慢性腎臓病として十分な対
策が必要とされています（日本慢性腎臓病
対策協議会のホームページ：j-ckdi.jp/
ckd/check.html で算出できます）。

腎臓は肝臓と並んで沈黙の臓器です。気
がついたときには手遅れということも十分
にありえます。慢性腎臓病は生活習慣の改
善で予防・治療ができますので、血液検査
や尿検査を積極的に活用してください。

専 門 医 が 教 え る
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平
成
23
年
度　

第
12
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」
入
賞
作
品
の
紹
介

人
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
ち
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
機
能
を
使
わ
ず
に
動
か
な
い
状
態
を
続
け

る
と
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
動
け
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
状
態
の
こ
と
を
「
生
活
不
活
発
病
（
学
術

用
語
・
廃
用
症
候
群
）」
と
い
い
ま
す
。

生
活
不
活
発
病
は
災
害
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
よ

り
深
刻
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
中
越
地

震
（
２
０
０
４
年
10
月
23
日
）
の
際
に
、
避
難
所
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災
高
齢
者
の
う
ち
約
３
割

が
歩
き
に
く
く
な
り
、
そ
の
う
ち
４
割
が
５
カ
月
後

も
回
復
し
な
か
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
残
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
動
き
回
る
こ
と
が
不
自
由
な
避
難
所
生
活
で

生
活
不
活
発
病
を
誘
発
し
な
い
よ
う
、「
動
く
」
こ

と
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
・
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

『
生
活
機
能
低
下
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜
生
活
不
活
発

病
を
防
ご
う
』
を
作
成
し
、
生
活
不
活
発
病
の
予

防
・
改
善
の
カ
ギ
は
「
生
活
の
活
発
化
」
と
強
く
提

言
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、「
で
き
る
だ
け
体
を
動

か
せ
ば
よ
い
」
で
は
な
く
、
活
動
的
で
生
き
が
い
の

あ
る
「
活
発
な
生
活
」
を
送
る
こ
と
を
促
し
、「
で

き
る
だ
け
歩
き
ま
し
ょ
う
」
で
は
な
く
、
具
体
的
に

指
導
す
る
方
法
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
一
度
に
30
分
歩
け
な
く
て
も
10
分
間

歩
行
を
３
回
行
う
、
一
度
に
家
事
を
全
部
し
よ
う
と

せ
ず
に
、
細
か
く
分
け
て
行
う
な
ど
。

生
活
不
活
発
病
に
な
る
と
、
歩
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
り
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
し
て
動
き
に
く
く

な
り
、「
動
か
な
い
」
こ
と
か
ら
「
動
け
な
く
な

る
」
と
い
う
悪
循
環
に
つ
な
が
り
ま
す
。
高
齢
者
、

持
病
の
あ
る
方
に
は
と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

｜
厚
生
労
働
省
・
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
よ
り

❶
毎
日
の
生
活
の
中
で
活
発
に
動
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❷
動
き
や
す
い
よ
う
、
身
の
回
り
を
片
付
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

❸
歩
き
に
く
く
な
っ
て
も
杖
な
ど
で
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

❹
避
難
所
で
も
楽
し
み
や
役
割
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

❺「
安
全
第
一
」「
無
理
は
禁
物
」と
思
い
こ
ま
な
い
で
。

生
活
が
不
活
発
な
状
態

検
査
で
自
信
、健
康
へ
欲
張
り
に　
若
林　

敏
夫
（
75
歳
／
埼
玉
県
）

●

優
秀
賞

私
た
ち
は
な
ぜ
眠
る
の
で
し
ょ
う
か
？

脳
生
理
学
者
の
時
実
利
彦
博
士
（
１
９
０

９
〜
１
９
７
３
）
の
著
作
『
脳
の
話
』（
岩

波
新
書
）
の
中
に
は
「
疲
れ
な
い
た
め
に
眠

る
の
だ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
眠
り
の
質

を
高
め
て
、
疲
れ
な
い
た
め
に
眠
り
、
生
き

る
た
め
に
眠
る
、
そ
れ
が
睡
眠
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
昨
今
は
、
な
か
な
か
眠
れ
な

い
、
眠
り
に
つ
い
た
け
れ
ど
す
ぐ
目
が
覚
め

て
し
ま
う
…
…
。
こ
ん
な
眠
り
に
対
す
る
悩

み
を
持
つ
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
睡
眠
の
困
難
を
訴
え
て
い
る

状
況
は
「
不
眠
症
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
種
類
は
大
き
く
分
け
て
４
つ
で
す
。

寝
つ
き
が
悪
く
な
か
な
か
眠
れ
な
い
「
入

眠
障
害
」、
朝
起
き
る
ま
で
に
何
度
も
目
が

覚
め
る
「
中
途
覚
醒
」、
朝
早
く
目
覚
め
て

再
度
眠
れ
な
い
「
早
朝
覚
醒
」、
眠
り
が
浅

く
熟
睡
し
た
感
じ
が
得
ら
れ
な
い
「
熟
眠
障

害
」。
い
ず
れ
の
症
状
も
一
過
性
の
も
の
で

あ
れ
ば
、
睡
眠
の
質
の
悪
化
や
心
身
に
支
障

を
き
た
す
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
１
カ

月
以
上
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
「
不
眠
症
」
を

心
配
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

深
刻
な
不
眠
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
快

適
睡
眠
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
日
常
の
心
が

け
を
紹
介
し
ま
す
。
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

❶
朝
起
き
た
ら
窓
を
開
け
、
太
陽
の
光
を
浴

び
る
。

❷
就
床
時
間
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
、眠
く
な
っ

て
か
ら
床
に
入
る
。

❸
寝
室
の
温
度
は
16
〜
22
度
の
適
温
に
し
、

湿
度
も
保
つ
。

❹
日
中
、
適
度
な
運
動
を
す
る
。
寝
る
前
に

は
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
。

❺
空
腹
で
何
度
も
目
が
覚
め
る
よ
う
な
ら
、

寝
る
前
に
温
か
い
牛
乳
を
コ
ッ
プ
１
杯
飲

む
。

❻
心
地
い
い
と
思
え
る
枕
、
掛
け
ふ
と
ん
な

ど
を
見
つ
け
る
。

❼
自
分
に
合
っ
た
も
っ
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
わ
な
い
寝
姿
勢
を
見
つ
け
る
。

寝
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
貝
原
益
軒
の
『
養

生
訓
』
に
記
述
が
あ
り
ま
す
。「
安
眠
す
る

た
め
に
は
眠
る
前
は
仰
向
き
、
眠
ろ
う
と
す

る
と
き
は
横
向
き
と
な
っ
て
、
両
足
を
か
が

め
る
姿
勢
が
よ
い
。
一
晩
に
５
回
寝
姿
勢
を

変
え
る
の
が
よ
い
」
と
。

益
軒
先
生
の
教
え
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

す
っ
き
り
し
た
春
の
朝
の
目
覚
め
を
手
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
言
葉
113

生
活
不
活
発
病

３月８日は「世界腎臓デ３月８日は「世界腎臓デーー」」

「不眠症」対策「不眠症」対策
質のいい眠りを手に入れる
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「わたしの一枚」

•宛 先•

●３月の異名

　 弥
や

生
よい

、桃
もも

月
づき

、花
はな

見
み

月
づき

、清
せい

明
めい

、マーチ（など）

●３月の季語

　 啓
けい

蟄
ちつ

、春
はる

一
いち

番
ばん

、陽
かげ

炎
ろう

、摘
つみ

草
くさ

、春
しゅん

塵
じん

、雪
なだれ

崩（など）

●３月の誕生石
　 アクアマリン

LABO
Memo!

ステーキ 魚 枝豆

血液
腎
臓
機
能
低
下

尿素窒素 クレアチン

タンパク質
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夫
は
若
い
時
分
か
ら
の
ア
ト
ピ
ー
に
加
え
、
５
０
０
円
玉
大
の
湿
疹
が
全
身
に

点
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
近
く
の
総
合
病
院
で
の
血
液
検
査
、
そ
し

て
皮
膚
科
の
受
診
が
始
ま
っ
た
。
当
初
一
般
検
査
で
も
異
常
が
な
く
、
だ
が
医
師

た
ち
は
何
故
か
解
せ
ぬ
げ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
数
カ
月
後
、
上
皮
組
織
か
ら
悪
性

リ
ン
パ
腫
と
い
う
病
理
診
断
が
出
た
。
無
論
私
た
ち
夫
婦
は
言
葉
を
失
っ
た
。
で

も
ど
こ
か
で
医
師
の
言
う
「
他
に
転
移
し
て
い
る
様
子
も
な
い
し
、
こ
の
程
度
な

ら
仕
事
し
な
が
ら
通
院
し
て
い
る
人
も
い
る
」
の
言
葉
に
幾
ば
く
か
の
光
明
を
見

て
い
た
。

４
月
の
半
ば
、
い
よ
い
よ
入
院
し
放
射
線
治
療
が
始
ま
っ
た
。
放
射
線
カ
ー
ド

に
ま
た
増
え
る
夥
し
い
朱
印
の
数
、
訳
も
な
く
恐
怖
が
走
る
。
私
は
臨
床
検
査
技

師
で
病
理
前
線
に
働
く
親
友
に
一
報
し
た
。
そ
し
て
助
言
を
仰
ぐ
。
彼
女
は
知
人

で
あ
る
大
学
病
院
の
病
理
医
師
に
相
談
し
、
夫
を
都
内
に
あ
る
そ
の
医
師
所
属
の

大
学
に
す
ぐ
さ
ま
検
査
入
院
す
る
こ
と
を
勧
め
て
き
た
。
だ
が
私
は
躊
躇
し
た
。

誠
意
あ
る
主
治
医
へ
の
転
院
行
為
は
到
底
で
き
な
い
と
。
戸
惑
う
私
に
友
人
は

「
命
と
遠
慮
と
ど
っ
ち
が
大
切
？

今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
。
一
刻
の
猶
予

も
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。ド
ク
タ
ー
の
親
切
と
診
断
は
別
物
よ
。も
う
一
度
ち
ゃ

ん
と
検
査
し
て
」

５
月
の
末
、
夫
が
一
時
退
院
と
な
っ
た
の
を
契
機
に
「
お
父
さ
ん
、
平
常
の
生

活
は
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
今
一
度
念
の
た
め
検
査
を
し
て
欲
し
い
。
大
学
病
院

の
受
診
予
約
も
と
れ
た
の
で
」

す
ぐ
さ
ま
大
学
病
院
に
入
院
し
た
。
癌
の
名
医
で
あ
る
医
師
の
診
察
を
受
け

る
。
観
念
し
た
よ
う
に
静
か
な
表
情
の
ま
ま
で
、
夫
は
何
人
も
の
医
師
た
ち
に
囲

ま
れ
湿
疹
の
写
真
を
撮
ら
れ
た
り
問
診
を
受
け
る
。

入
院
し
て
１
週
間
後
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
に
家
族
は
集
合
さ
せ
ら
れ

た
。
１
週
間
前
に
歩
い
て
入
院
し
て
い
た
夫
が
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
、
同
じ
部
屋

の
片
隅
で
担
架
の
上
で
力
つ
き
て
横
た
わ
っ
て
い
る
。

「
Ｔ
細
胞
リ
ン
パ
腫
で
、
前
病
院
で
は
悪
性
所
見
を
認
め
ず
経
過
観
察
と
な
っ
て

い
た
が
、
全
身
の
皮
膚
に
腫
瘍
性
の
湿
疹
が
見
ら
れ
、
中
枢
神
経
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
臓
器
に
浸
潤
が
見
ら
れ
る
。
最
悪
の
厳
し
い
状
態
と
い
え
る
」
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
。
原
因
は
リ
ン
パ
組
織
に
原
発
す
る
悪
性
腫
瘍
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
病

へ
の
診
断
に
は
、
検
査
が
い
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
を
痛
感
し

た
。
友
人
の
執
拗
な
再
検
査
へ
の
誘
い
を
受
け
た
こ
と
が
、
私
の
夫
へ
の
最
期
の

奉
公
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
人
の
や
は
り
大
病
院
の
輸
血
部
に
勤
務
す

る
親
友
は
、
毎
日
勤
務
後
夫
の
病
院
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
。「
も
っ
と
早
く
こ

こ
に
来
れ
な
か
っ
た
の
？

ホ
ジ
キ
ン
？

非
ホ
ジ
キ
ン
？
」。「
そ
ん
な
こ
と
私

に
わ
か
る
は
ず
な
い
じ
ゃ
な
い
。
ホ
ジ
キ
ン
っ
て
何
よ
。人
の
名
前
？
」。パ
ニ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
私
の
膝
に
毎
日
干
瓢
巻
の
海
苔
巻
き
と
お
茶
を
黙
っ
て
の
せ
、

「
兎
に
角
食
べ
な
さ
い
」と
夜
更
け
る
ま
で
ず
っ
と
傍
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
。

７
月
、
67
歳
の
誕
生
日
か
ら
11
日
目
、
夫
は
鬼
籍
に
身
を
移
し
た
。
入
院
し
て

29
日
目
だ
っ
た
。
そ
う
な
の
だ
、
今
に
し
て
思
え
ば
２
人
の
友
人
は
十
分
わ
か
っ

て
い
た
の
だ
。
決
し
て
口
に
は
出
さ
な
か
っ
た
が
、
豊
富
な
彼
女
た
ち
の
検
査
の

症
例
か
ら
、
夫
の
行
く
末
が
見
え
て
い
た
こ
と
を
。
検
査
の
力
の
凄
さ
、
そ
し
て

そ
の
検
査
入
院
が
で
き
た
こ
と
で
、
私
の
心
の
ど
こ
か
で
主
人
葬
送
へ
の
幾
ば
く

か
の
責
任
と
謝
罪
、
そ
し
て
慰
め
を
得
た
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

喪
っ
て
４
回
目
の
ま
た
夏
が
や
っ
て
き
た
。

カルシウム（Ca）、リン（P）、
マグネシウム（Mg）
の検査について

日本臨床検査専門医会

小林大介

“よく受ける検査”の意味

●カルシウム（Ca）、リン（P）、
　マグネシウム（Mg）の働きは？
これらは「必須ミネラル」と呼ばれ、体内
で作ることができないため、食事や飲料水か
ら摂取する必要があります。大部分は骨や歯
の中に存在し、構造を丈夫に保つための屋台
骨として働きます。また、筋肉（骨格筋、血
管平滑筋および心筋）や神経などの細胞活動
に、大切な役割を果たしています。すなわ
ち、正常な骨格筋の運動や、脳機能、血圧や
心拍動の維持に必須です。
さらに、Pは生命活動になくてはならない
エネルギー（ATP）の材料で、MgはATP
だけでなく遺伝子の本体である核酸（DNA）
やアミノ酸（蛋白質）を作る際に必要となり
ます。

●どのような病気で基準範囲を
　超えますか？
CaとPの血中濃度は、副甲状腺ホルモン
と活性型ビタミンDが腎臓、骨や腸管に働く
ことで、正常に保たれています。しかし、ホ
ルモン量や働き先に異常があると破綻をきた
し、基準範囲を超えてしまいます。
たとえば、副甲状腺機能低下症や慢性腎不
全になると、Ca値の低下とP値の上昇が見
られます。逆に、副甲状腺機能亢進症や悪性
腫瘍（多発性骨髄腫、白血病など）では、
Ca値が高くP値が低くなります。骨粗鬆症
では血中Ca値が低いイメージがありますが、
意外にもホルモンの調節によって、多くの人
が正常値です。
Mgの血中濃度は、アルコール中毒や飢餓

状態で極端な摂取不足があったり、手術で腸
管が短くなって吸収不足が起こると、低くな
ります。逆に、Mgを含んでいる薬（一部の
便秘薬や胃酸を抑える薬など）の過剰な服用
や重度の腎不全などでは、高くなることがあ
ります。

●それでは異常値を示す場合、
　体はどうなりますか？
Ca値が低くなると、手足のけいれん、し
びれ、頻脈、不眠やうつなど、さまざまな症
状が起こります。Ca値の低下が長期に渡る
場合は、骨の痛み、歯や爪の色形の変化が見
られることもあります。
逆にCa値が高いと、疲れ、食欲の低下や
吐き気のほか、多飲多尿となったり尿路結石
ができたりします。
P値の低下が症状を呈することは、比較的
まれです。しかし、P値が高い場合には、け
いれん、不整脈や低血圧を起こします。ま
た、骨粗鬆症の患者さんではPが過剰になる
と、Caが骨から追い出され骨がもろくなり
やすいので、Pを多く含む食品（チーズ、ハ
ム、コーラなど）のとり過ぎには注意が必要
です。Mg値が低くなると、Caの場合と同
様の症状をきたします。逆に、Mg値が高い
と、脈が極端に遅くなったり、不整脈が出た
りします。
以上のような症状に気づいた場合は、血中
Ca、PやMg濃度の調節が崩れ、体が危険信
号を出している恐れがあります。必ず医療機
関を受診し、重大な病気が隠れていないか
チェックしてください。

専 門 医 が 教 え る
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ラボ通信

平
成
23
年
度　

第
12
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」
入
賞
作
品
の
紹
介

桜
の
便
り
が
届
き
、
春
風
が
ほ
お
に
気
持
ち
い
い

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
身
軽
な
服
装
で
気
楽
に

心
地
い
い
空
気
を
吸
い
た
い
、
そ
ん
な
方
に
お
す
す

め
な
の
が
「
ポ
タ
リ
ン
グ
」
で
す
。

ポ
タ
リ
ン
グ
は
、
英
語
で
書
く
と 

p
o
t
t
e-

r 

i
n
g
。
ぷ
ら
ぷ
ら
す
る
、
だ
ら
だ
ら
す
る
と
い

う
意
味
で
、
自
転
車
で
気
ま
ま
に
、
ゆ
っ
く
り
し
た

ス
ピ
ー
ド
で
ぷ
ら
ぷ
ら
散
歩
を
す
る
よ
う
に
走
る
乗

り
方
の
こ
と
で
す
。

自
転
車
の
乗
り
方
に
は
、
自
転
車
に
乗
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
、
中
距
離
か
ら
長
距
離
を
走
る
乗

り
方
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
c
y
c
l
i
n
g
）
や
、

旅
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
計
画
的
に
長
距
離

を
走
る
乗
り
方
の
ツ
ー
リ
ン
グ
（
t
o
u
r
i
n
g
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
、
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
自
転
車
に
乗
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い

の
で
、
速
く
走
る
乗
り
方
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
ツ
ー
リ
ン
グ
は
、
旅
支
度
を
し
て
、
長
距
離
を

移
動
す
る
乗
り
方
を
指
す
よ
う
で
す
。

ポ
タ
リ
ン
グ
の
場
合
は
、
ぷ
ら
ぷ
ら
す
る
こ
と
が

主
目
的
で
す
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
は
歩
く
速
度
の
３
〜

４
倍
く
ら
い
。
30
分
で
せ
い
ぜ
い
５
キ
ロ
程
度
が
目

安
で
す
。
ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
な
が

ら
、
草
木
の
変
化
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
気
に
入
り
の

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
が
あ
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄

る
、
そ
ん
な
気
ま
ま
な
自
転
車
散
歩
な
の
で
す
。

さ
あ
、
マ
マ
チ
ャ
リ
で
ポ
タ
リ
ン
グ
！

と
い
う

の
も
も
ち
ろ
ん
オ
ー
ケ
ー
で
す
が
、
よ
り
楽
し
く
、

快
適
に
ポ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
自
転
車
、
服
装
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

自
転
車
は
、
少
し
遠
出
に
備
え
て
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

（
オ
フ
ロ
ー
ド
用
の
バ
イ
ク
を
ベ
ー
ス
に
整
地
走
行

用
に
仕
立
て
た
も
の
。
フ
ラ
ッ
ト
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
）

が
お
す
す
め
。
服
装
は
、
上
下
と
も
動
き
や
す
い
も

の
、
と
く
に
ズ
ボ
ン
は
膝
が
曲
が
り
や
す
い
こ
と
が

不
可
欠
で
、
裾
止
め
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
専
用
ナ
ビ
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
方
向
感

覚
に
自
信
の
な
い
方
も
、
安
心
し
て
ポ
タ
リ
ン
グ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

自
転
車
で
気
ま
ま
に
散
歩

ま
た
夏
が
来
て 

津
本　

静
（
67
歳
／
東
京
都
）

●

優
秀
賞

薄
紅
色
の
桜
の
花
が
咲
く
こ
ろ
、
和
菓
子

屋
さ
ん
の
店
先
に
は
、
春
を
味
わ
う
和
菓
子

が
並
び
ま
す
。

桜
も
ち
、
菜
の
花
の
ね
り
き
り
、
よ
も
ぎ

も
ち
…
…
。
な
か
で
も
桜
も
ち
は
、
桜
の
葉

の
塩
漬
け
が
ほ
の
か
に
香
り
、
あ
ん
の
甘
さ

と
塩
味
が
絶
妙
に
と
け
合
っ
て
、
春
を
強
く

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

桜
も
ち
は
地
方
に
よ
っ
て
少
し
趣
が
異
な

り
、
こ
し
あ
ん
を
道
明
寺
粉
で
包
ん
だ
も
の

（
上
方
風
桜
も
ち
）
と
、
薄
く
焼
い
た
小
麦

粉
の
皮
で
包
ん
だ
も
の
（
江
戸
風
桜
も
ち
）

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
桜
の
葉

が
ポ
イ
ン
ト
で
、
お
店
に
よ
っ
て
は
大
き

さ
、か
た
さ
な
ど
を
吟
味
し
て
、木
の
種
類
、

産
地
ま
で
気
を
つ
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
江
戸
風
桜
も
ち
の
老
舗
「
長

命
寺
桜
も
ち
」
は
、
西
伊
豆
・
松
崎
産
の
オ

オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
葉
を
、
江
戸
時
代
か
ら
受

け
継
が
れ
て
い
る
手
法
で
樽
漬
け
し
て
い
る

と
か
。
大
き
め
の
桜
の
葉
を
３
枚
用
い
て
、

も
ち
に
香
り
を
移
す
と
同
時
に
、
固
く
な
る

の
を
防
い
で
い
ま
す
。

こ
の
桜
の
葉
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
長
命
寺
桜
も
ち
で
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の

好
み
で
食
べ
る
の
が
何
よ
り
」
と
断
り
な
が

ら
も
、「
大
き
め
で
す
か
ら
、は
ず
し
て
食
べ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
」
と
。

薄
く
焼
い
た
小
麦
粉
の
皮
で
あ
ん
を
巻
い

た
桜
も
ち
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
試
作
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
言
葉
114

ポ
タ
リ
ン
グ

4月7日は4月7日は
「世界保健デー」「世界保健デー」

「桜もち」の作り方「桜もち」の作り方
手作り和菓子で春を楽しむ

皆様からの写真作品の投稿をお待ちしています。健康的な家族や季節の風景
や風物、元気な子供たちの明るい笑顔など、題材は問いません。郵送またはＥ
メールで下記の宛先へお送りください。ご応募の際は本協会ホームページの
「協会紙『ラボ』の紹介」ページから「『わたしの一枚』応募用紙」を出力し、
必要事項を記載の上、ご応募ください。お寄せいただいた中から優秀な作品に
ついては、事前にお知らせした上で、●表紙を含む本紙上、●本協会の各種出
版物、●本協会ホームページ等で紹介させていただくとともに、記念品をお送
りします。写真原稿は返却いたしません。また、写真作品の著作権は本協会に
無償で帰属するものとします。なお、本協会は、応募により取得した個人情報
を応募者への連絡、作品の掲載時以外には利用いたしません。

〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町3-27　剛堂会館ビル3階
　　　　　　　  ㈳日本衛生検査所協会「ラボ写真公募」係
Ｅメール：info@jrcla.or.jp　　協会HP：http://www.jrcla.or.jp/

写真一般公募

「わたしの一枚」

•宛 先•

 ㈶医療関連サービス振興会主催の『月例セミナー』が、下記の日程で行われます。

●日　時／平成24年４月11日（水）　午後３時～午後５時

●場　所／ ㈶がん研究振興財団 国際研究交流会館３階国際会議場
　　　　　中央区築地5-1-1（国立がん研究センター内）

●テーマ／『2012年度 診療報酬改定の概要と対応策』

●講　師／木村 憲洋氏　高崎健康福祉大学 健康福祉学部 医療情報学科 准教授

●参加料／無料

●申込締切／平成24年４月６日（金）

●問合せ先／㈶医療関連サービス振興会
　　　　　　千代田区九段北１-11-11　第２フナトビル３F
　　　　　　Tel：03-3238-1863　Fax：03-3238-1865

月例セミナーのご案内

　 上昇 下降

Ca

副甲状腺機能亢進症
悪性腫瘍
サルコイドーシス・
結核＊

副甲状腺機能低下症
慢性腎不全
ビタミンＤ欠乏症

P
副甲状腺機能低下症
慢性腎不全
Pの過剰摂取

副甲状腺機能亢進症
悪性腫瘍
Fanconi症候群＊＊

Mg 慢性腎不全
Mg含有下剤・制酸薬

アルコール中毒
飢餓・小腸切除

Ca、PおよびMgの血中濃度が変動する主な原因

＊活性型ビタミンＤを産生する慢性肉芽腫症による
＊＊Pの腎排泄増加による

　桜もちの作り方　
材料（10個分）
小麦粉…½  カップ
白玉粉…大さじ１
砂糖…大さじ１
水…約½  カップ
食紅…少々
こしあん…300g
桜の葉の塩漬け
　（市販のもの）…10枚
サラダ油…少々

作り方
❶桜の葉は水につけて塩抜きし、水気をとる。
❷あんを10等分して俵形に丸める。
❸小麦粉、白玉粉、砂糖をまぜてふるい、水を少し
ずつ加えてゆるいたねを作る。

❹❸に食紅を少しずつ加え、淡い桜色にする。
❺サラダ油を引いたフライパンに、お玉約半分のた
ねを流し、表裏をこげめをつけないように弱火
で焼く。

❻❺の皮で❷のあんを巻き、桜の葉で包む。
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第3種郵便物認可  平成24年5月1日

アミラーゼ（Amy）
の検査について

日本臨床検査専門医会

池田 均

“よく受ける検査”の意味

アミラーゼは膵臓で作られ、食べ物の消化を
助ける酵素というタンパク質の一種です。膵臓
に病気がある場合に、血液中で増えることが多
いため、膵臓病の診断に使われています。ただ
し、アミラーゼは膵臓以外にも、耳下腺、顎下
腺にも存在し、これらの部位の病気でも、血液
中で増えることがあります。

●血液中アミラーゼが高い値であるとき、ど
のような膵臓の病気が考えられますか？

急にお腹、とくにお臍より上の部位、また、
背中も痛くなることの多い急性膵炎では血液中
アミラーゼが高くなることが知られています。
腹痛が主な症状の病気の中でも、急性膵炎は重
症となることが多く、この診断に血液中アミラ
ーゼの測定は欠かせません。
一方、膵臓の炎症が長く続く慢性膵炎の場合

は、膵臓で作られるアミラーゼの量が少なくな
ることもあって、必ずしも血液中アミラーゼが
高くなるとはいえません。また、膵臓癌の場合
も同様で、血液中アミラーゼが高くなることも
あれば、むしろ低いこともあります。
つまり、血液中アミラーゼは膵臓病の中で、
急性膵炎の診断には威力を発揮するものの、慢
性膵炎や膵臓癌の診断には、その有用性は今ひ
とつといえます。

●血液中アミラーゼが高い値であるのに、膵
臓は心配ないといわれました。どうして
でしょうか？

先に述べましたが、アミラーゼは膵臓以外の
耳下腺、顎下腺でも作られます。このため、た
とえば、耳下腺が急に炎症を起こす「おたふく
風邪」のときに血液中アミラーゼを調べてみる
と高い値となっています。
同じアミラーゼでも膵臓で作られるタイプと
耳下腺や顎下腺で作られるタイプでは微妙な違
いがあり、これを別々に調べる方法（アイソザ
イムの測定）があるため、この方法を利用して
膵臓から出てくるアミラーゼは増えていないと
判断されたものと思います。
また、血液中のアミラーゼは最終的に尿から
体の外に出ていきますが、腎臓の病気では尿中
に出ていく割合が減って、膵臓には異常がない
のに、血液中アミラーゼが増加する場合があり
ます。膵臓に心配がなくて、血液中のアミラー
ゼが増えている場合、これらの可能性が考えら
れます。

専 門 医 が 教 え る
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•宛 先•

員
会
に
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
小
委
員
会
」
を
設
置
。
同
委
員
会
で
の
一
年
余

り
に
わ
た
る
検
討
を
経
て
、
去
る
２
月
14
日
に
「
衛
生
検
査
所
の

た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
会
員
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
ま
し
た
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
国
内
で
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る

数
々
の
教
訓
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
実
践
企
業
の
成
功
事
例
等
を
踏
ま
え
、
近

い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ
れ
る
首
都
圏
直
下
型
の
東
京
湾
北
部
地

震
を
想
定
し
、
そ
の
際
の
衛
生
検
査
所
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
を
詳
細
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

国
民
の
健
康
保
持
、
増
進
は
も
と
よ
り
災
害
時
に
お
い
て
は
被

災
者
の
生
命
確
保
の
一
端
を
も
担
う
衛
生
検
査
所
と
し
て
、
い
か

な
る
緊
急
事
態
に
直
面
し
て
も
検
査
業
務
の
中
断
を
最
小
限
に
食

い
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
そ
の
こ
と
が
衛
生
検

査
所
の
社
会
的
責
務
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
施
設
と
地
域
の

特
性
に
見
合
っ
た
独
自
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
事
前
に
策
定
す
る
こ
と
が
、

い
ま
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
危
機
管
理
の

実
践
対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
不
測

の
大
災
害
は
一
瞬
に
し
て
普
段
の
暮
ら
し
を
奪
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。
常
に
備
え
を
怠
ら
な
い
！

と
い
う
こ
と
で
近
年
、
国
や
自
治
体
、
企
業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
危
機
管
理
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
危
機
管
理

の
実
践
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
産
業
界
を
中
心
に
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と
はB

usiness C
ontinuity P

lan

の
略
で
日
本

語
に
訳
せ
ば
「
事
業
継
続
計
画
」。
２
０
０
１
年
の
米
国
で
の
同

時
多
発
テ
ロ
の
際
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
が
企
業
の
存
続
を
大

き
く
左
右
し
た
こ
と
か
ら
米
国
内
を
中
心
に
関
心
が
高
ま
り
、
そ

の
後
、
各
国
で
相
次
い
だ
大
規
模
災
害
を
契
機
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要

性
へ
の
認
識
が
世
界
的
に
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
不
測
の
緊
急
事
態
を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
設
定

し
た
事
前
、
事
後
の
対
応
策
を
実
践
す
る
こ
と
で
目
標
の
時
間
内

に
事
業
を
再
開
し
て
顧
客
や
社
会
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
す

る
た
め
の
実
行
計
画
を
い
い
ま
す
。

不
測
の
緊
急
事
態
で
も

検
査
業
務
の
中
断
を
最
小
限
に
！

衛
生
検
査
所
の
社
会
的
責
務
を
全
う
す
る
た
め
に

と
り
わ
け
災
害
時
の
国
民
の
生
命
の
維
持
と
確
保
を
社
会
的
使

命
と
す
る
医
療
界
で
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
診
療
活
動
の
中
断

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
医
療
機
関
で
の
日
常
診
療
に
欠
か
せ

な
い
臨
床
検
査
の
専
門
施
設
で
あ
る
衛
生
検
査
所
に
お
い
て
も
不

測
の
緊
急
事
態
へ
の
不
断
の
備
え
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ

う
し
た
こ
と
か
ら
日
衛
協
で
は
衛
生
検
査
所
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
平
成
22
年
10
月
に
渉
外
委

被
災
し
た
東
北
支
部
を
除
く

全
国
各
支
部
か
ら
の
募
金
を
寄
贈　

日
衛
協
で
は
、
昨
年
３
月
に
新
た
に
制
定
し
た
「
環
境
方
針
」

に
則
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
温
室
効
果
ガ
ス
吸

収
源
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
主
宰
す
る
「
緑
の
募
金
」
に
協
力
し

て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
の
臨
床
検
査
普
及
月
間
に
お
い
て
、
震
災
で
被
災
し

た
東
北
支
部
を
除
き
日
衛
協
な
ら
び
に
各
支
部
で
の
月
間
大
会
の

会
場
に
「
緑
の
募
金
箱
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
独
自
の
募
金
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
募
金
に
つ
い
て
日
衛
協
で
は
、
昨
年
12
月
20
日
に
国
土

緑
化
推
進
機
構
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
守
っ
て
い
く
の
は
、
い
ま
や
世

界
共
通
の
テ
ー
マ
。
日
衛
協
で
は
今
後
と
も
環
境
保
全
活
動
に
組

織
を
挙
げ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
「
緑
の
募
金
」
に
も
継
続
し
て

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を

こ
の
手
で
守
っ
て
い
く
た
め
に
…
…

こ
れ
か
ら
も
「
緑
の
募
金
」
に
協
力

こ
れ
か
ら
も
「
緑
の
募
金
」
に
協
力

近
年
の
大
規
模
災
害
の
教
訓
と

被
災
企
業
で
の
成
功
事
例
を
踏
ま
え
て

「
衛
生
検
査
所
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

「
衛
生
検
査
所
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）

（
事
業
継
続
計
画
）ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

会
員
向
け
に
公
開

会
員
向
け
に
公
開

急性耳下腺炎急性膵炎

血液中のアミラーゼ高値
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吉田　博

コレステロールとは？
コレステロールは、トリグリセリド（中性脂肪、TG）と異

なりエネルギー源にはなりませんが、真核生物の生体膜の構成
成分のひとつとして、膜の流動性を調節する役割以外に、ステ
ロイドホルモン、ビタミンD、胆汁酸などの生合成原料として
重要な化合物です。コレステロールの生体内での供給について
は、胆汁酸と複合体を形成して腸管より吸収される外因性コレ
ステロールと、主に肝臓においてメバロン酸経路を経由して生
合成される内因性コレステロールに大別されます。

コレステロールには遊離型コレステロール（FC）と脂肪酸
が結合したエステル型コレステロール（コレステロールエステ
ル、CE）があり、換言すれば臨床検査として測定される血清
の総コレステロール（TC）はFCとCEの和です。

TCはコレステロールエステラーゼによりFCだけにして、コ
レステロールオキシダーゼが反応して測定される酸化酵素法に
よって定量されます。TCは動脈硬化のリスク因子、あるいは
脂質異常症の診断として測定されてきましたが、本来、肝機能
や栄養状態の指標として評価されます。

コレステロールの働きは？
コレステロールは、リポ蛋白という粒子

によって循環血液の中で運ばれています。
リポ蛋白はCEとTGを粒子の内部核に持
ち、その周囲にFCとリン脂質（PL）が局
在し、表面をアポ蛋白が取り囲みます。

またリポ蛋白は密度（比重）とサイズに
より、HDL（高比重リポ蛋白、d=1.063～
1.021、粒子径7.5～10nm）、LDL（低比重
リポ蛋白、d= 1.019～1.063、粒子径18～
25nm）、IDL（中間比重リポ蛋白、d=1.006

～1.019、粒子径25～30nm）、VLDL（超低
比重リポ蛋白、d=0.96～1.006、粒子径30

～80nm）とカイロミクロン（d<0.96、粒
子径80～1000nm）に大きく分類されます。
この中でVLDLとカイロミクロンは主にTG

を運んでいますが、HDLとLDLはコレステ
ロールの転送を主に担っています。

悪玉コレステロール、善玉コレステロール
LDL-コレステロール（LDL- C）は、体内の各組織・細胞にコレステロ

ールを供給していて、LDL受容体などによる制御を超え過剰になると、
LDLは酸化LDLなどへ変性して、マクロファージの泡沫化が進み、動
脈硬化を進行させるなどの理由から悪玉コレステロールと呼ばれます。

一方、HDL-コレステロール（HDL- C）は、動脈壁や末梢細胞に蓄積
するコレステロールを回収し、肝臓へ逆転送するなどの抗動脈硬化作
用を発揮することから、善玉コレステロールと呼ばれています。『動
脈硬化性疾患予防ガイドライン2012』によりますと、脂質異常症ス
クリーニングのための診断基準では、空腹時採血において、LDL- Cが
140㎎/dl以上を高LDL- C血症、120～139㎎/dlを境界域高LDL- C血症、
HDL- Cが40㎎/dl未満を低HDL- C血症としています。ただし、TGが
400㎎/dl以上、または食後採血の場合はLDL- Cの代わりにnon HDL- C

（TC－HDL- C）を診断項目として使用し、その基準値はLDL- C＋30㎎/

dlとしています。LDL- CおよびHDL- Cともに、直接法試薬によって自
動分析装置にて測定できますが、LDL- C直接法試薬は測定精度および
標準化が不十分であるなどの問題が指摘され、現在詳細な検討が多施
設共同研究の中で行われており、その成績の公開が期待されます。

かかる意味から、TGが400㎎未満の場合、LDL-CはFriedewaldの式（TC－
HDL-C－TG/5）で算出することが先のガイドラインの中で推奨されています。

2

3

1

脂質異常症：スクリーニングのための
	 診断基準（空腹時採血）

LDL-C 140㎎/dl以上
120～139㎎/dl

高LDL- C血症
境界域高LDL-C血症

HDL-C 40㎎/dl未満 低HDL- C血症

TG 150㎎/dl以上 高TG血症

1.LDL- CはF式で計算する（TGが400㎎/dl未満の場合）。
2.TGが400㎎/dl以上や食後採血の場合にはnon HDL- C
（TC－HDL-C）を使用し、その基準はLDL-C＋30㎎/dl
とする。

3.10～12時間以上の絶食を「空腹時」とする。但し、
水やお茶などカロリーのない水分の摂取は可とする。

4. スクリーニングで境界域高LDL- C血症を示した場
合は、高リスク病態が併存していないか検討し、
治療の必要性を考慮する。

出典：日本動脈硬化学会：動脈硬化性疾患予防ガイドライン2012

が教える の意味 15よ く 受 け る 検 査専 門 医

総コレステロール（TC）、HDL-C、LDL-C
の検査について
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岸野　智則

　  中性脂肪とは？
「中性脂肪」あるいは「トリグリセリド
（TG）」という言葉は、健診の血液検査
項目のひとつとしてよく目にします。血
液中の脂肪の一種であり、この数値が高
いことはメタボリックシンドロームであ
るかどうかが決まる基準のひとつです。

　  検査を受けるときに
　  注意することはありますか？
採血前に食事をとると、検査値に影響が出て正確な評価がで

きません。検査を受ける前は12時間程度の絶食が必要です。
一般的には前日の夜8時頃までに夕食を終え、以後は食事を

とらず、検査当日は朝食を抜いた状態で採血に臨むことが理想
的です。この間、水、お茶などを飲むことは問題ありませんが、
アルコール、ジュース、牛乳などは避けなければなりません。

　  どのようにして
　  TG値を下げたらよいでしょうか？
まずは食事です。摂取カロリーを適度に抑えることが大切で
すが、特に夕食は過食にならないように心がけましょう。脂肪
だから食事の「あぶらもの」を控えればよいと思いがちです
が、実は糖分やアルコールの影響のほうが大きいのです。糖分
の中でも、砂糖は体の中で分解された後にTGへと変化しやす
い傾向があります。このため、砂糖の多いお菓子、飲料水やお
酒の飲み過ぎは要注意です。一方、魚に多く含まれる脂肪
（EPAなど）は、TG値を下げる効果があります。また、野菜な
どの食物線維を多くとることも有効です。そして運動です。適
度の有酸素運動と筋肉トレーニングが効果的です。
これらを十分に行っていてもTG値が高い場合には、専門医
に相談し適切な検査を受け、動脈硬化が進まないように薬を服
用することも必要です。

2 

5

4

1

が教える の意味 16よ く 受 け る 検 査専 門 医

中性脂肪（TG）の検査について

　  高い場合と低い場合
血液中のTG値が高くなる原因の多くは、肥満、飲
酒、糖尿病です。また、ホルモンに異常がある場合も
TG値に異常が出ることがあります。そのほか、遺伝
的にTG値の高いことがまれにあります。
反対にTG値の低い場合がありますが、特殊な病気
を除き、こちらはあまり問題になることはありません。

　  TG値が高いと
　  なぜいけないのでしょう？

TG値が高い状態が続くと動脈硬化が進み、将来的
に脳梗塞や心筋梗塞などを起こす可能性が高くなりま
す。そこまでいかないと症状が出ないことがほとんど
ですから注意しなければなりません。

TG値が高いことを軽く考えず、なるべく基準値内
に抑えるように努力することが大切です。

3

とりすぎに
注意
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　  鉄に関する採血検査の項目には
　  どのようなものがあるのか？
血液の液体成分である血清の中では、鉄はトラ
ンスフェリンというタンパク質にくっついて運搬
されます。これが血清鉄として測定されます。血
清中のトランスフェリンの全体の濃度は総鉄結合
能（TIBC）で示され、TIBCと血清鉄の値から、血
清中の鉄飽和度（％）（＝血清鉄/TIBC×100）が
計算されます。
さらに、貯蔵鉄を反映する採血検査の項目とし
て、血清フェリチン値があります。

　　これらの採血検査を行うと、
　　どのようなことがわかるのか？
鉄に関する採血検査は、主に体内の鉄の量を推定する
ために行われます。体内の鉄が不足すると赤血球の生産
量が低下します。これを鉄欠乏性貧血といいます。この
病気では、血清鉄の値が低くなることに加え、トランス
フェリンが増加するため、鉄飽和度は低下します。ま
た、体内の貯蔵鉄が使われて不足するため、血清フェリ
チン値は低くなります。この場合、なぜ鉄が不足してい
るのか、あるいはどこから出血しているのか、その原因
を検索する必要があります。
さまざまな慢性の病気でも、貧血を伴うことがありま
す。これは貯蔵鉄をうまく利用できないことが原因と考
えられています。この場合、血清鉄の値は鉄欠乏性貧血
と同様に低くなりますが、TIBCも低くなるため鉄飽和度
は上昇し、血清フェリチン値は高い値を示します。
このほか、血清フェリチン値は、頻回の輸血などによ
り鉄が臓器へ沈着するヘモクロマトーシスや、非常に強
い炎症でも、高い値を示すことがあります。
これらの検査結果については、他の検査結果を含め総
合的に解釈する必要があるため、担当医によくお聞きく
ださい。

　  鉄は体内でどのような場所に
　  分布しているのか？
大人の体内にある鉄は全体で3～ 5グラムです。この
うち約70％が血液中の赤血球の中でヘモグロビンの一
部に組み込まれ、酸素の運搬に役立っています。古く
なった赤血球は食細胞であるマクロファージによって処
理されます。その結果、約25％の鉄が肝臓や脾臓の中
で、フェリチンというタンパクにくっついて貯蔵鉄とし
て蓄えられています。これらの貯蔵鉄は、赤血球が新た
に生産されるときに使用されます。不足した分は、食物
中の鉄を必要な量だけ小腸から吸収して補います。一般
に、女性では生理による出血で鉄が失われるため、男性
に比べ多量の鉄の摂取が必要になります。
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日々の生活、食生活を見直すきっかけ作りにしてください！”

日本臨床検査専門医会

松下　弘道

が教える の意味 17よ く 受 け る 検 査専 門 医

血清鉄（Fe）、総鉄結合能（TIBC）、フェリチン（Ferritin）
の検査について

鉄に関する血液検査

体内の鉄の動き

TIBC

血清鉄 フェリチン

鉄欠乏性貧血

正常

慢性の病気

経口摂取

吸収

処理

血清鉄

リサイクル

出血

小腸

×100鉄飽和度（％）＝
TIBC
血清鉄

鉄の貯蔵
赤血球
の生産

肝臓

骨髄

食物中の鉄
（肉、大豆、
  野菜など）

脾臓 赤血球
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　  CRPの値を検討するとき、
　  何に気をつけるべきでしょうか？
平時には血中CRPはほぼ0です。炎症が起こる
と、その程度に応じてCRPが増加します。つまり
CRPが高いほど広範囲で強い炎症が起きていると考
えられます。
しかし以下の点に気をつけましょう。
❶感染症の他、外傷、皮下出血、火傷、手術、自己
免疫疾患、梗塞、腫瘍でも炎症が起こるので、
CRP増加が見られます。
❷感染症でも、CRPが上昇しやすい場合と上昇しに
くい場合があります。細菌感染では鋭敏に上昇し
ますが、ウイルス感染ではあまり上昇しません。
❸炎症の始まりとCRPの上昇には時間差がありま
す。CRP増加は炎症発生の半日後くらいに確認さ
れ、最高値は炎症刺激発生の2～3日後といわれ
ます。炎症の原因疾患に適切な治療が始められて
も、2～3日後まではCRP値の上昇が続く可能性
があります。

　　高感度CRP測定の意義は
　　何でしょうか？
測定技術の進歩と多くの結果解析から、明
らかな炎症がないのにごく微量のCRPが検出
される場合に、動脈硬化が絡んでいることが
判明しました。動脈硬化を促進するメカニズ
ムも解明され、炎症とCRPが動脈硬化の増悪
に関わることもわかりました。
現在では、高感度CRP測定は心血管疾患の
リスク予知にも活用されています。CRPの新
たな側面です。

　  CRP（C反応性蛋白）と炎症との
　  関連を説明してください。
細菌やウイルスに感染すると、その患部では炎症が
起こります。炎症は身体を守る反応で、損傷部から異
物の侵入を防いで、組織を修復するという段階を踏み
ます。必要な物質や細胞を供給するため、患部に注ぐ
動脈の血流量が多くなり、患部が赤く腫れるのです。
さらに受傷部では白血球が集まり、組織修復に必要
な細胞や物質を集めるために信号となる物質（サイト
カイン）を出します。この信号は血液中に入って全身
に伝えられ、これに反応した肝臓がすぐに合成し、血
液中に放出する蛋白質のひとつがCRPで、炎症反応の
指標として臨床でよく使われます。

CRPとは、C反応性蛋白（C-reactive protein）の略で、
肺炎球菌という細菌がもつC多糖体に結合する性質に
由来します。
炎症の指標としては古くから赤沈（血沈ともいう）
が有名ですが、炎症が起こるとCRPは赤沈よりも早く
増加し、治まればより速やかに陰性化する特徴があり
ます。
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日本臨床検査専門医会

小笠原　理恵

が教える の意味 18よ く 受 け る 検 査専 門 医

CRPの検査について

＊傷に細菌が入り増殖する
　近くの血管から白血球が出てきて（遊走）、細菌を貪食し、同時にサイトカイ
ン放出。サイトカインにより、より多くの白血球が呼び寄せられ、肝でCRPが
合成される。CRPは細菌凝集を起こし、白血球に補足されやすくなる。

白血球

白血球
動員

細菌の
凝集

産生
サイトカイン

放出

CRP産生

細菌感染

肝
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　  HbA1cは
　  なぜ0.4%高くなったの？

HbA1cの表記には、日本で使用している
JDS値と、米国を中心として日本以外のほぼ
すべての国が使用しているNGSP値がありま
す。
新しい薬の効果や血糖コントロールと合併

症の関連を見る研究などを、国際的に共有し
たり比較したりするために、HbA1cの国際標
準化が必要とされてきました。
そこで、日本でも、2012年4月よりNGSP

値を使用することになりました。HbA1cの
NGSP値は JDS値より0.4%高く、それに伴い
基準値も高くなりました。ですから、決して
患者さんの血糖コントロールが悪くなったわ
けでも、目標値が甘くなったわけでもありま
せん。

　　どのくらいの値で
　　糖尿病といわれるの？
糖尿病の診断は、以前は血糖値で行わ
れていましたが、2010年7月から糖尿
病の診断基準が一部変更されHbA1cも診
断に用いられることになりました。

HbA1c（NGSP）6.5%以上を糖尿病型
とし、血糖値の糖尿病型（空腹時血糖
126mg/dl以上、75gブドウ糖負荷試験2

時間値200mg/dl以上、随時血糖200mg/

dl以上のいずれか）と合わせて糖尿病の
診断に至ります。
糖尿病は放置すると網膜症・腎症・神
経障害などの合併症を引き起こし、さら
に心筋梗塞や脳卒中など、動脈硬化によ
る病気も起こりやすくなります。早期に
発見して、早期に治療することが大切で
す。

　  HbA1cって血糖とどう違うの？
血糖値は血液中のブドウ糖の濃度です。これに対し、

HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）は、赤血球のヘモグ
ロビンに血液中のブドウ糖が安定して結びついたもので
す。赤血球の寿命は約120日ですので、過去1～2ヵ月間
の血糖の平均を反映し、血糖値が高い状態が続くとHbA1c

も高くなります。
糖尿病は慢性的に高血糖が続く病気ですが、食事や運動
により血糖値は変動するため、血糖値のみの測定では、そ
の人の血糖コントロールの状況は正確にはつかめません。
HbA1cは長期間の血糖コントロール指標として有用です。

HbA1cは1～2ヵ月の血糖の平均値を表すため、病院に
来る前の数日間だけ血糖をよくしても、HbA1cには反映さ
れません。また、経口糖尿病薬やインスリンで治療されて
いる患者さんで、1日の中で高血糖や低血糖を繰り返すよ
うな悪い血糖コントロールの人でも、血糖値の平均である
HbA1cは見かけ上よく出てしまうこともあります。

2 

3

1

日本臨床検査専門医会

佐藤　麻子

が教える の意味 19よ く 受 け る 検 査専 門 医

血糖とHbA1c の検査について

血糖コントロール指標と評価

指標 優 良
可

不可不十分 不良

HbA1c
（NGSP）（%）

HbA1c
（JDS値）（%）

6.2未満

5.8未満

6.2 - 6.9未満

5.8 - 6.5未満

6.9 -7.4未満
   

6.5 -7.0未満   

7.4 - 8.4未満

7.0 - 8.0未満

8.4以上

8.0以上

空腹時
血糖値
（mg/dl）

80 - 110
未満

110 - 130
未満 130 - 160未満 160

以上

食後2時間
血糖値
（mg/dl）

80 - 140
未満

140 - 180
未満 180 - 220未満 220

以上

NGSP（National Glycohemoglobin Standardization Program）
JDS（Japan diabetes society）

糖尿病治療ガイド2012-2013

“あせらず、冷静さを保ちながら、
正確で迅速な検査業務を心がけています！！”
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　　それぞれの検査法は？
ウイルス性肝炎の中でB型肝炎やC

型肝炎が怖いのは、症状がなく、知ら
ないうちに最終段階まで進んでしまう
病気だからです。血液中の抗原（ウイ
ルス関連蛋白質）の存在、あるいはウ
イルス関連抗体（ウイルスの構造蛋白
などに生体が反応してできた免疫グロ
ブリン）の発現などで診断します。

まずスクリーニングですが、HBs抗
原が陽性であれば、HBVに感染してい
ることの証明になり、HCV抗体が陽性
であれば、C型肝炎ウイルス（HCV）
に感染していることになります。

　  最近の治療法と検査の関係は？
C型肝炎は、インターフェロンとプロテアーゼ

阻害剤の組み合わせで、駆除が可能な感染症に
なってきています。一方、B型肝炎も10年ほど
前から核酸アナログ製剤が実用化され、かなりコ
ントロールできるようになってきました。

しかし、RNAウイルスであるHCVに比較し、
HBVはDNAウイルスで、核内に二本鎖DNAで存在
し、時に宿主の遺伝子内に入り込むため、完全に
抑え込むことはいまだ難しい状況です。新たな治
療薬の開発も必要ですし、細胞内のHBVの増減を
知るための新規検査法の開発も必要です。

　　慢性B型肝炎・慢性C型肝炎は性行為感染症なのでしょうか？
1972年にHBs抗原検査が導入され、1985年にはワクチンが日本でも認可されたため、HBVの主たる感染経路

である母子感染はほとんどなくなっています。HCVも献血時の検査で、輸血による感染はなくなっています。
しかし、現在新たな問題が持ち上がってきました。世の中のグローバル化とともに、今まで日本で広がってい

たHBVとは異なったタイプのHBVが、若者を中心に広がりはじめたのです。つまり、ヨーロッパを中心に存在し
たHBVの遺伝子型AeというタイプのHBVが、性行為感染という経路で、急速に日本で広がっているのです。

このタイプは日本に多い遺伝子型BjやCと異なり、大人で感染しても約10％が慢性肝炎に移行しますので、
せっかく減少してきていたHBV感染者が再び増加する可能性が出てきました。さらに、同様の理由から、HBV、
HCVとエイズウイルスの重感染事例が日本でも潜行しながら増加しています。

慢性B型肝炎もC型肝炎も放置しておくと将来肝臓癌になる可能性のある病気です。きちんと検査を受け、感
染していてもあわてずに、専門機関で診てもらうことが大切です。

　　B型肝炎とC型肝炎とはどのような病気ですか？
人類の進化は15万年前までアフリカ中央部で続いていたようで

すが、B型肝炎ウイルス（HBV）の祖先も、その頃には人類とチン
パンジーに人畜共通感染していた可能性があります。その後、人類
の移動や先々の類人猿からHBVが世界に広がったと考えられます。

一方、C型肝炎ウイルス（HCV）が人類に感染するようになった
のは、せいぜい19世紀からのことのようで、日本には江戸時代に
入ってきたようです。血液を介して感染することから、戦争ととも
に爆発的に感染者を増やしています。日本では第二次世界大戦、ア
メリカではベトナム戦争です。1980年代の終わりに、ようやく
HCVとして発見され、その検査法が開発されました。

ともに、慢性肝炎、肝硬変と進行して、肝癌を発症する病気です
が、B型肝炎では時に劇症肝炎という致死率の高い肝障害を急性発
症することがあります。
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が教える の意味 20よ く 受 け る 検 査専 門 医

B型肝炎とC型肝炎の検査について
日本臨床検査専門医会　松浦 知和

肝細胞

血液



2012.12 – LABO ■ 8

　  尿蛋白が陽性となるときは？
尿に蛋白が出ている、とよくいわれますが、試験紙
での尿検査で尿蛋白が陽性の場合、その大部分は腎臓
に原因があり、腎炎などの病気がある可能性がありま
す。ただし、健康な人でも運動後や発熱しているとき
などに一時的に出ることもあります。また、子供では
立っているときには蛋白が出るが、横になっていると
きには出ない起立性蛋白尿もかなり多く見られます。
それでも尿に蛋白が出ているときは再検査が必要
で、持続的に出ている場合、蛋白尿の程度が強い （2+

以上）場合は腎臓の病気が強く疑われるので、精密検
査が必要となります。

　  尿潜血が陽性となるときは？
これは尿に血液が混ざっているということになりますので、尿が
作られてから排尿されるまでの通り道である腎臓、尿管、膀胱、尿
道のどこかに病気がある可能性があります（ただし、女性の場合生
理時にはその血液が混入することもあります）。
自覚症状がなく、肉眼で見てもわからない程度の血尿（顕微鏡的
血尿といいます）の場合は、原因疾患がはっきりしない場合もあり
ますが、高齢の方の場合は膀胱癌など悪性の病気の可能性もあり、
また蛋白とともに陽性の場合は腎炎の可能性も高いので、健康診断
などで尿潜血が陽性の場合はぜひ再検査を受けてください。

　  尿糖が陽性となるときは？
現在は、尿糖として検査されるのはほとんどの場合ブドウ糖を指します。尿に出てくるブドウ糖は血液
中に存在していたものです。腎臓では、血液から尿を作る過程で尿にブドウ糖を出さないようにする仕組
みがあるのですが、糖尿病などで血糖（血液中のブドウ糖）がすごく高くなると、出さないようにする能
力を超えてしまうため、尿にブドウ糖が出てくるようになってしまいます。そのため尿糖が陽性の場合に
は、まず糖尿病を考えることになります。ただし、血糖は食事の前後で大きく変わるため、尿糖の検査が
陰性であっても、糖尿病でないとは言えません。また、血糖がそれほど高くなくとも、尿にブドウ糖を出
さない仕組みが十分でないため、尿糖が陽性となることがあります（これを腎性糖尿といいます）。
いずれにしても尿糖が陽性の場合は血糖、あるいは糖尿病の検査として近年よく行われるHbA1cを検査
する必要があります。

　  尿蛋白、尿潜血、尿糖とは？
この3つの検査は、それぞれ尿の中に蛋白、
血液、糖（ブドウ糖）が出ているかどうかを調
べる検査で、通常試験紙によって同時に行われ
ます。クリニック・病院に受診したとき以外に
も、尿蛋白、尿糖は学校や職場での定期健康診
断や特定健康診査で必ず検査され、尿潜血も健
康診断でよく行われています。また、この3つ
の項目は薬局で購入できる尿試験紙でも検査が
できます。ただし、陽性となる病気は少し異な
るのでそれぞれ別々に述べていきます。
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日本臨床検査専門医会
菊池　春人

が教える の意味 21よ く 受 け る 検 査専 門 医

尿蛋白、尿潜血、尿糖の検査について

NPO法人 腎臓サポート協会
腎臓病なんでもサイト
クリップアート集より一部改変

血液
腎臓

尿管

膀胱

尿道

尿

蛋白
潜血（血液）
糖（ブドウ糖）
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　　尿検査では、尿試験紙検査がまず
　　行われますが、尿沈渣を加えることに
　　どのような意義があるのでしょうか？
最近の尿試験紙は項目が多く情報がたくさん得られ
ますが、あくまでも化学反応によっているため、実際
のものを観察する尿沈渣に比べると信頼性が低い場合
があります。例えば、試験紙で潜血反応が陽性であっ
ても、血尿とは限りません。つまり、赤血球内のヘモ
グロビンや筋肉内のミオグロビンによって陽性になる
ので、体内で溶血が起こる病気や、筋肉が壊れる病気
でも潜血反応は陽性になります。腎臓や膀胱からの出
血、すなわち血尿の確定診断には、尿沈渣で赤血球を
確認することが必要です。また、膀胱炎では、試験紙
法での白血球反応や亜硝酸塩反応が陽性になります
が、尿沈渣で白血球と細菌を確認することで、確定診
断となります。

　　尿沈渣で血尿がどこに由来するか
　　わかりますか？
赤血球をよく観察すると、膀胱などの下位の尿路か
ら由来するものは形が整っていますし、腎臓から由来
するものは赤血球が変形しているので、ある程度区別
することができます。腎臓由来の血尿は、赤血球の形
だけでなく、タンパク尿を伴うことでも推測されます
が、赤血球円柱があると確実になります。

　　円柱とはどんなものですか？
円柱は英語でcast（鋳型）といいます。腎臓の中
の尿が通る管の内腔を鋳型にして、タンパク質が固
まったものが円柱です。タンパク濃度の濃い尿が出
る場合や、脱水などで水分が多く再吸収されて、タ
ンパク質が溶けていることができなくなったときに
形成されます。多くの腎臓病や、健康な人でも激し
く汗をかいたときに出現します。また、赤血球を含
む円柱を赤血球円柱といいますが、これは円柱がで
きる場所に、既に赤血球があったことを意味します。
つまり、赤血球円柱は腎臓病で見られますが、膀胱
で出血する疾患では見られないということです。

　　尿沈渣で膀胱癌を見つけることができますか？
非常に稀ですが、尿沈渣を観察していると、偶然癌細胞を見つけることが
あります。意図的に癌を疑って検査する場合には、癌細胞発見の確率を上げ
るために採取する尿の量を増やして標本を作ることがあります。細胞の染色
と、判定は専門の検査技師にまかせるべきです。ただし、この方法では限界
があるため、膀胱鏡などの画像診断検査が必要です。

　　どんな注意が必要な検査でしょうか？
尿のサンプルとして、朝の濃い尿が適切とされていますが、長い間、膀胱内
にたまっていたことにより、細胞が変形したり円柱が壊れたりする変化を考え
なければいけません。また結晶成分は、尿が酸性かアルカリ性かによって、み
られる種類が異なります。尿を長時間放置することにより、細菌が増えてしま
うことがあります。採取した尿は、速やかに検査することが重要です。

　　尿沈渣とはどんな検査ですか？
10mlほどの尿を遠心して、沈殿した細胞、円柱、
結晶などを顕微鏡で観察する検査です（イラスト図）。
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　　便をどうやってとるのですか？
次の手順で便を採取します。
①専用の紙の上に便を排泄します。
②専用の器具（採便棒）を使って便の表面をまんべ
んなくこすりとります。
③保存液の入った容器に、採取した便を入れます。
④異なる日にちで2回便をとりますので、2本の採
便容器を提出することになります。

　　便をとるときの注意点は？
①便の表面の場所によっては血液がついていたりつい
ていなかったりしますので、便の表面のいろいろな
箇所をこすりとることが大事です。
②なお採便棒についた便の量が多すぎると、病気がな
くても「便潜血陽性」となることがありますので、
多量の便を容器に押し込めないでください。

③採便容器を検査窓口に提出するまでに数日かかる場
合は採便容器のまま冷蔵（2-10℃）で保存します。

　　どうして２日間に分けて
　　便潜血検査をするのですか？
出血の量が少量であれば、1回の検査だけで
は便潜血が検出できないことがあります。その
ため、2日間に分けて検査をするほうが、便潜
血を効果的に調べることができます。

　　便潜血検査でどんな病気がわかるのですか？
口から肛門に至る消化管における出血をみる検査ですので、
便潜血検査陽性であれば出血を起こすような病気（炎症、潰
瘍、ポリープ、がん、痔など）の存在が疑われます。ただし、
この検査は出血の有無を調べるだけですので、どんな病気があ
るかまではわかりません。

　　便潜血反応が陽性だったらどうなるのですか？
ほとんどの場合は痔からの出血で便潜血検査が陽性となるよう
です。しかし、中にはポリープやがんが存在していることもある
ので、内視鏡で大腸を調べます。また、バリウムを大腸の中に注
入してレントゲン検査を行う場合もあります。

　　便潜血反応（検査）って何ですか？
便に微量の血液が混ざっていないかを調べる検査
です。便が病変部をこすると、わずかに出血し便に
血液が混じります。この肉眼では見えない微量の血
液（具体的には赤血球に含まれるヘモグロビン）を
検出する検査です。原理的には、口から肛門にいた
る消化管での出血の有無がわかりますが、主に大腸
がんのスクリーニング検査として使われています。
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　　どのようにして血液型を調べるの？

ABO式血液型の検査には、オモテ試験とウラ試験があり、2つの検
査を必ず行います。

オモテ試験では、赤血球を使って検査を行います。赤血球に抗A抗
体（A型あるいはAB型と反応する）、あるいは抗B抗体（B型あるい
はAB型と反応する）を加えて、赤血球が凝集（赤血球が塊を作る）
するかを肉眼的に判定します。凝集があれば反応陽性と判定します。

また、ウラ試験では、血清（血液のうち血液細胞以外の液体部分）
を使って検査を行います。血清に標準赤血球（血液型判定用のA型あ
るいはB型の赤血球）を加えて、赤血球が凝集するかを判定します。
A型ではB型赤血球と反応し、B型ではA型赤血球と反応します。O型
では両者の赤血球と反応し、AB型では、どちらとも反応しません。

ABO式血液型の決定には、オモテ試験とウラ試験の検査結果が一致
することが重要です。結果が一致しない場合にはいろいろな原因が考
えられますので、血液型の判定は保留して精査が必要になります。

Rh式血液型検査では、オモテ試験と同様に赤血球を使って検査を
行います。抗D抗体（D因子と反応する）と反応した場合、Rh陽性と
判定します。

　　なぜ血液型検査が必要なの？

輸血をする際には、原則としてABO式血液型が
一致した血液を輸血する必要があります。もし、
異なった血液型の血液を輸血すると、その輸血量
にかかわらず死亡することがあります（ABO不適
合輸血）。Rh式血液型についてもRh陰性の人には
Rh陰性の血液を輸血するのが原則です。ただし、
“超”緊急時などには、O型赤血球が輸血される場
合がありますし、血小板（止血に必要な血液細
胞）の輸血では、ABO式血液型やRh式血液型が
異なる血液を輸血することもあります。

また、Rh陰性の女性がRh陽性の胎児を妊娠し
た場合には、胎児・新生児に重篤な合併症（新生
児溶血性疾患；核黄疸）を引き起こす可能性があ
りますので、血液型検査を行うことはきわめて重
要です。

　 血液型検査では、
　 どの血液型を調べるの？

血液型には200種類以上あること
が知られています。これらすべての
血液型を検査することはできません
し、検査する必要もありません。現
在検査している血液型は、ABO式血
液型とRh式血液型のD因子（赤血
球にD因子を持っているときに、Rh

陽性と呼ぶ）の2項目だけです。
ABO式血液型には、A型、O型、B

型、AB型の4種類があり、日本人
における各血液型の頻度は、40％、
30％、20％、10％となっています。
また、Rh式血液型では、Rh陽性が
99.5％、Rh陰性が0.5％で、Rh陰性
の人は200人に1人しかいません。
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